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1

序

中
国
文
学
者
で
随
筆
家
、
慶
應
義
塾
大
学
中
国
文
学
科
教
授
で
あ
っ
た
奥
野
信
太
郎
（
一
八
九
九－

一
九
六
八
）
は
、
最
初
の
北
京
留

学
（
一
九
三
六－

三
八
）
か
ら
の
帰
国
後
「
わ
た
く
し
は
い
つ
も
思
う
こ
と
で
あ
る
が
人
間
で
あ
る
以
上
、
金
銭
も
ほ
し
か
ろ
う
し
名
誉

も
望
ま
し
い
に
は
違
い
な
い
が
、
北
京
の
人
間
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
と
同
等
位
に
美
食
と
観
劇
と
を
常
に
欲
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
し
て
時
と
し
て
は
そ
の
名
利
す
ら
も
美
食
と
観
劇
と
を
遂
行
す
る
た
め
に
だ
け
追
求
す
る
と
さ
え
思
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
。
彼
等
の
演
劇
へ
の
陶
酔
は
、
現
代
に
お
け
る
一
つ
の
謎
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。」と
書
き
記
し
て
い
る
。
食
は
人
類
ひ
と
し
く
生
命
維

持
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
美
食
を
追
求
す
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
演
劇
に
そ
の
よ
う
な
必
要
性
は
な
い
。
だ
が
そ
の

た
め
に
名
利
を
追
求
す
る
と
見
え
る
ほ
ど
の
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
筆
者
は
京
劇
の
研
究
を
志
し
て
一
九
八
六－

八
九
年
に
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
に
在
籍
し
、
そ
の
間
に
教
授
や
先
輩
方
か
ら
奥
野
信
太
郎
の
人
と
文
学
に
つ
い
て
伺
い
、
著
作
を
読

む
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
京
劇
（「
き
ょ
う
げ
き
」
で
は
な
く
「
け
い
げ
き
」
と
音
読
す
べ
き
と
主
張
さ
れ
て
い
た
）
を
好
ん
だ
こ
と
、
花
旦

の
役
者
・
小
翠
花
（
一
九
〇
〇－

一
九
六
七
）
が
ご
贔
屓
だ
っ
た
こ
と
、
梅
蘭
芳
（
一
八
九
四－

一
九
六
一
）
の
一
九
五
六
年
訪
日
公
演

Ｎ
Ｈ
Ｋ
劇
場
中
継
の
、
少
し
鼻
に
か
か
っ
た
軽
妙
洒
脱
な
口
調
の
解
説
者
が
奥
野
先
生
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
頃
知
っ
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
（
芝
居
番
付
）
は
中
文
研
究
室
に
あ
り
、
年
代
順
に
フ
ァ
イ
ル
に
収
め
た
の
も
筆
者
だ
が
、
自
分
ご
と
き

（
1
）

波
多
野
　
眞
　
矢

奥
野
信
太
郎
と
京
劇

― 

奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
に
見
る
京
劇
と
の
関
わ
り
―
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が
奥
野
先
生
に
つ
い
て
云
々
す
る
な
ど
思
い
も
し
な
け
れ
ば
、
戯
単
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
も
思
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
三
十
年
近
く
が
経
過

し
た
。
戯
単
の
研
究
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
数
年
前
か
ら
で
、
日
本
、
中
国
に
存
在
す
る
戯
単
に
つ
い
て
考
え
る
う
ち
に
奥
野
戯
単

を
思
い
起
こ
し
、
そ
の
存
在
も
公
表
し
合
わ
せ
て
考
察
す
べ
き
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

一
昨
年
は
奥
野
信
太
郎
の
没
後
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
大
学
に
お
い
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。『
三
田
文
學
』
二
〇
一
八
年
秋
号
（
一
三
五
号
）
に
は
そ
の
模
様
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、『
慶
應
義
塾
大
学
中
国
文
学
会
報
』
に

は
故
・
村
松
瑛
教
授
の
生
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
杉
野
元
子
教
授
に
よ
る
「
奥
野
信
太
郎
の
北
京
留
学
体
験
」
が
『
藝

文
研
究
』
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
二
〇
一
六
年
に
は
『
侮
中
と
抗
日　

一
九
三
七－

一
九
四
四
』（
日
中
の
一
二
〇
年　

文
芸
・

評
論
作
品
選　

第
三
巻
）
に
「
シ
ナ
人
の
こ
こ
ろ
」が
採
録
さ
れ
、
解
説
に
お
い
て
張
競
氏
は
奥
野
の
中
国
認
識
の
炯
眼
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
中
国
に
お
い
て
、「
日
本
人
の
中
国
研
究
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
奥
野
信
太
郎

に
着
目
す
る
動
き
が
あ
る
。
昨
年
十
月
に
は
翻
訳
も
出
版
さ
れ
、
若
い
研
究
者
や
作
家
に
よ
っ
て
著
述
が
読
ま
れ
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
基
づ
き
奥
野
の
遺
し
た
戯
単
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
文
章
と
合
わ
せ
て
考
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、
奥
野
が
ど
の
よ
う
に
京
劇
を
見
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
考
え
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
　
戯
単
に
つ
い
て

「
戯
単
」
と
は
一
般
に
「
芝
居
番
付
、
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
こ
と
で
あ
る
。
芝
居
を
指
す
「
戯
」
に
、「
名
単
」「
菜

単
」
な
ど
に
付
く
リ
ス
ト
・
一
覧
の
「
単
」
が
組
み
合
わ
さ
り
、
古
く
は
文
字
通
り
に
芝
居
の
演
目
の
み
が
書
き
連
ね
ら
れ
た
、「
點
戯

（
芝
居
を
注
文
す
る
）」
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
薄
い
小
紙
片
の
こ
と
を
「
戯
単
」
と
称
し
た
。
ま
た
、
劇
団
の
す
べ
て
の
上
演
可
能
演
目

を
記
し
た
も
の
、
役
者
の
上
演
で
き
る
演
目
を
並
べ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
戯
単
の
定
義
、
歴
史
や
変
遷
、
特
徴
、
北
京
と
上
海
の
相
違
な

ど
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
断
片
的
な
記
載
や
日
中
両
国
に
存
在
す
る
戯
単
の
調
査
に
基
づ
き
、
松
浦
恆
雄
氏
が
「
京
劇
戯
単
の
変
遷
」（
二

〇
〇
八
）
に
お
い
て
明
確
に
論
じ
て
お
り
、
最
も
早
い
も
の
は
少
な
く
と
も
明
代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
演
目
名
の
み
の
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、
劇
場
・
公
演
日
時
・
演
目
・
演
者
な
ど
多
く
の
情
報
が
記
載
さ
れ
、
劇
場
ご

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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と
に
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
新
式
の
戯
単
が
、
光
緒
三
十
三
年
（
一
九
〇
七
）
頃
か
ら
出
現
し
た
（
現
存
す
る
戯
単
の
ほ
と
ん
ど
は
後
者
の

タ
イ
プ
で
あ
る
）。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
か
な
ど
、
戯
単
に
関
す
る
不
明
点
は
多
数
存
在
す
る
が
、
近
年
に
至
る
ま
で
、
戯
単

は
研
究
対
象
と
し
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
旧
式
戯
単
は
演
目
の
み
と
は
い
え
、
観
劇
者
が
日
時
や
劇
団
・
劇
場
名
を
書
き

込
ん
だ
も
の
も
あ
り
、
新
式
戯
単
で
あ
れ
ば
誰
が
い
つ
ど
こ
で
誰
と
演
じ
た
か
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
一
次
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
中
国
伝
統
演
劇
は
一
般
に
日
替
わ
り
で
上
演
内
容
が
変
わ
る
た
め
、
戯
単
は
日
々
公
演
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
。
新
式
に
は
更
に
、

観
劇
料
の
種
類
と
価
格
、
劇
場
の
所
在
地
や
電
話
番
号
、
注
意
事
項
、
見
ど
こ
ろ
、
公
演
予
告
、
宣
伝
文
句
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
広
告
等
が

記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
が
多
様
で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
演
の
少
し
前
か
ら
多
数
の
劇

場
の
公
演
予
告
が
掲
載
さ
れ
る
新
聞
広
告
に
よ
っ
て
も
公
演
情
報
は
得
ら
れ
る
が
、
演
目
の
正
確
な
上
演
順
、
脇
役
も
含
め
た
詳
細
な
出

演
者
名
な
ど
、
正
確
さ
と
情
報
量
に
お
い
て
戯
単
を
上
回
る
も
の
は
な
い
。

そ
れ
が
一
転
し
て
近
年
、
中
国
で
戯
単
集
の
出
版
が
相
次
い
で
い
る
。
杜
広
沛
（
一
九
二
七－

二
〇
〇
五
）
が
個
人
で
収
集
し
た
一
三

四
枚
の
民
国
期
の
戯
単
集
『
旧
京
老
戯
単
』
の
上
梓
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
〇
年
頃
よ
り
民
國
京
昆
史
料
叢
書
な
ど
中
国
伝
統
演
劇
の
貴

重
な
文
献
資
料
を
整
理
出
版
し
て
い
る
学
苑
出
版
社
が
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
『
首
都
図
書
館
蔵
旧
京
戯
報
』（
約
八
〇
〇
枚
）、
二
〇
一

〇
年
に
『
回
首
当
年
：
中
国
戯
曲
学
院
老
戯
単
：
一
九
五
〇－

二
〇
一
〇
』（
約
四
〇
〇
枚
）、
二
〇
一
二
年
に
『
菊
苑
留
痕
：
首
都
図
書

館
藏
北
京
各
京
劇
院
団
老
戯
単
：
一
九
五
一－

一
九
六
六
』（
約
四
〇
〇
枚
）、
二
〇
一
五
年
『
梅
蘭
芳
老
戯
単
図
鑑
：
従
戯
単
探
究
梅
蘭

芳
的
舞
台
生
涯
』（
約
二
〇
〇
枚
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
『
梅
蘭
芳
老
戯
単
図
鑑
』
は
人
民
大
学
教
授
谷
曙
光
氏
の
個
人
蔵
戯
単
の
中
か
ら

梅
蘭
芳
に
関
わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
戯
単
か
ら
舞
台
や
演
劇
史
を
再
考
す
る
と
い
う
研
究
書
で
も
あ
り
、
伝
統
演
劇
の
新
し
い
研
究
ス

タ
イ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
更
に
、
首
都
図
書
館
は
二
〇
〇
九
年
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
北
京
記
憶
」
を
開
設
し
、
そ
の
中
の
「
旧
京
戯

報
」
に
約
八
〇
〇
枚
の
戯
単
す
べ
て
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
し
て
公
開
し
、
参
照
、
検
索
に
大
い
に
利
便
性
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
後
、
学
苑
出

版
社
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
梨
園
精
舎
」
で
そ
の
他
三
種
の
戯
単
の
画
像
を
公
開
し
、
い
ず
れ
も
ワ
ー
ド
検
索
が
で
き
る
。
こ
れ
に
止
ま
ら

ず
、
今
後
『
中
国
崑
曲
老
戯
単
図
鑑
』
の
出
版
予
定
も
あ
る
と
言
う
。
そ
の
ほ
か
梅
蘭
芳
記
念
館
で
は
、
梅
蘭
芳
の
出
演
し
て
い
る
館
蔵
戯

単
を
『
梅
蘭
芳
演
出
戯
単
集
』（
約
一
〇
〇
〇
枚
）
と
し
て
二
〇
一
六
年
に
出
版
し
て
い
る
。
以
上
は
北
京
で
あ
る
が
、
上
海
で
は
、
二
〇

一
四
年
に
戯
単
を
紹
介
し
つ
つ
上
海
京
劇
史
を
辿
る
『
老
戯
単
的
新
発
現
：
清
末
民
国
時
期
上
海
京
劇
演
出
略
考
』（
約
一
〇
〇
枚
）
が
出

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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て
い
る
。
ま
た
上
海
市
図
書
館
に
は
周
明
泰
（
一
八
九
六－

一
九
九
四
）
が
香
港
に
移
居
す
る
際
に
合
衆
図
書
館
に
寄
贈
し
た
大
部
の
戯
単

を
所
蔵
し
て
お
り
、
現
在
出
版
準
備
中
で
あ
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
九
年
五
月
に
「
京
劇
文
献
的
発
掘
、
整
理
与
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
第
八
回
京
劇
学
国
際
学
術
研
討
会
（
中
国
戯
曲
学
院
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
レ
コ
ー
ド
や
写
真
資
料
な
ど
も
含
め
戯

単
の
研
究
や
活
用
が
よ
り
深
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

続
い
て
、
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
日
本
で
最
初
に
戯
単
を
紹
介
し
た
の
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
北
京
に
滞
在
し
た
日
本
人

京
劇
通
で
あ
る
。
北
京
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
京
劇
劇
評
家
の
辻
聴
花
（
一
八
六
八－

一
九
三
一
）
の
『
中
国
劇
』（
一
九
二

〇
）
等
の
京
劇
を
紹
介
す
る
著
書
に
、
読
者
に
観
劇
の
実
際
を
伝
え
る
べ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
特
派
員
と

し
て
中
国
に
滞
在
し
た
芥
川
龍
之
介
の
『
上
海
游
記
』
の
中
に
も
、
天
蟾
舞
台
で
の
観
劇
の
様
子
を
記
し
た
「
十
、
戯
台
（
上
）」
に
戯
単

が
出
て
く
る
。

 
 

 

序
に
芝
居
を
見
る
順
序
を
云
へ
ば
、
一
等
だ
ら
う
が
二
等
だ
ら
う
が
、
ず
ん
ず
ん
何
處
へ
で
も
は
い
つ
て
し
ま
へ
ば
好
い
。
支
那
で

は
席
を
取
つ
た
後
、
場
代
を
拂
ふ
の
が
慣
例
だ
か
ら
、
そ
の
邊
は
甚
輕
便
で
あ
る
。
さ
て
席
が
定
ま
る
と
、
熱
湯
を
通
し
た
タ
オ
ル

が
來
る
、
活
版
刷
り
の
番
附
が
來
る
。
茶
は
勿
論
大
土
瓶
が
來
る
。
そ
の
外
西
瓜
の
種
だ
と
か
、
一
文
菓
子
だ
と
か
云
ふ
物
は
、
不

要
不
要
を
き
め
て
し
ま
へ
ば
好
い
。

こ
の
「
活
版
刷
り
の
番
附
」
が
戯
単
で
あ
り
、
着
席
し
て
か
ら
決
ま
っ
た
手
順
で
売
り
に
来
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
九
州
大
学
教
授
で
あ
っ
た
濱
一
衛
（
一
九
〇
九－
一
九
八
四
）
は
『
支
那
芝
居
の
話
』（
一
九
三
八
）「
第
十
三
觀
劇
の
實
際

（
三
）
番
付
茶
代
」
に
詳
し
い
解
説
を
載
せ
て
い
る
。

 
 

  

番
付
は
戯シ
イ
タ
ヌ單
と
申
し
ま
す
が
、
座
席
へ
賣
り
に
廻
つ
て
來
ま
す
か
ら
買
へ
ば
よ
い
の
で
す
。
こ
れ
も
以
前
は
兩
大
枚
で
し
た
が
、

今
日
で
は
何
倍
も
し
ま
す
。
只
今
で
は
活
版
か
石
版
刷
り
で
す
が
、
以
前
は
木
活
の
風
雅
な
も
の
で
、
つ
い
七
、
八
年
前
迄
は
廣
和

樓
の
番
付
が
そ
れ
で
、
愉
快
な
も
の
で
し
た
。
戲
單
に
つ
い
て
一
寸
お
話
し
ま
せ
う
。

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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或
は
戲
單
子
と
も
い
ひ
ま
す
。
紅
樓
夢
に
み
え
て
ゐ
る
戲
單
は
堂
會
の
點
戲
（
お
客
が
好
み
の
芝
居
を
注
文
す
る
こ
と
）
の
用
に

供
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
劇
場
の
ボ
ツ
ク
ス
に
の
み
行
は
わ
れ
る
や
う
に
な
り
、
劇
場
全
體
に
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は

光
緒
初
年
か
ら
と
い
は
れ
ま
す
。
昔
は
當
日
の
劇だ
し
も
の碼
だ
け
を
順
序
通
り
に
木
刻
或
は
木
活
で
、
黃
色
い
長
さ
三
、
四
寸
巾
一
寸
位
の

劣
等
紙
に
印
刷
し
て
、
第
四
五
番
目
の
劇
が
上
演
さ
れ
る
頃
に
賣
ら
れ
ま
す
。
二
文
位
だ
つ
た
さ
う
で
す
。
こ
の
外
赤
色
の
紙
で
、

前
記
の
よ
り
少
し
大
き
い
位
の
戲
單
に
戲
碼
を
筆
で
書
い
た
も
の
を
順
次
見
せ
て
ゆ
き
ま
す
、
勿
論
心
付
け
を
す
る
の
で
す
。
そ
れ

が
光
緒
三
十
三
年
か
ら
、
上
海
や
天
津
の
戲
單
に
な
ら
つ
て
、
赤
黃
綠
等
の
色
紙
に
活
版
刷
り
か
石
版
刷
り
の
戲
目
も
演
員
の
名
も

あ
る
今
日
の
や
う
な
戲
單
に
な
り
ま
し
た
、
こ
の
新
式
戲
單
は
第
一
舞
台
が
最
初
で
銅
貨
一
枚
で
賣
つ
て
ゐ
た
さ
う
で
す
。
今
日
北

京
で
行
は
れ
て
ゐ
る
の
は
悉
く
新
式
の
で
す
。
以
前
國
劇
博
物
館
に
戲
單
の
蒐
集
が
あ
り
ま
し
た
が
、
色
々
蒐
集
し
て
ゐ
る
人
が
有

る
や
う
で
す
。

こ
こ
で
濱
は
戯
単
の
値
段
、
印
刷
、
サ
イ
ズ
、
売
り
に
来
る
頃
合
、
変
遷
な
ど
、
詳
細
に
わ
た
り
簡
便
に
記
述
し
て
い
る
。
演
目
だ
け

の
旧
式
戯
単
と
新
式
戯
単
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
、
一
九
三
四
、
三
五
年
当
時
の
北
京
の
戯
単
で
は
す
べ
て
新
式
戯
単
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
現
存
す
る
戯
単
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
が
確
認
で
き
る
。

① 
 

青
木
正
児
旧
蔵
戯
単
（
名
古
屋
大
学
図
書
館
青
木
文
庫
）
二
九
枚
（
北
京
十
七
、
上
海
九
、
杭
州
一
、
嘉
興
一
、
京
都
一
（
一
九
二

八
年
韓
世
昌
））

② 
 

濱
一
衛
旧
蔵
戯
単
（
九
州
大
学
図
書
館
濱
文
庫
）
一
八
三
枚
（
北
京
一
七
〇
、
上
海
六
、
開
封
二
、
湖
州
南
潯
二
、
蘇
州
一
、
天
津

一
、
瀋
陽
一
）

③ 
 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
民
国
期
戯
単
（
公
開
準
備
中
） 

五
十
枚
（
天
津
四
十
四
、
北
京
三
、
青
島
一
、
大
連
一
、
上
海
一
）

④ 
 

奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
（
慶
應
大
学
図
書
館
・
中
国
文
学
研
究
室
）（
六
十
五
枚
は
未
公
開
）
一
〇
四
枚
（
清
朝
三
十
九
、
北
京
五

十
八
、
上
海
・
広
州
・
奉
天
各
一
、
不
明
四
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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以
上
を
合
計
す
る
と
三
六
六
枚
と
な
る
。
①
、
②
、
④
は
中
国
文
学
研
究
者
の
個
人
収
集
で
あ
り
、
自
身
が
観
劇
し
た
も
の
が
中
心
で
、

③
は
演
劇
博
物
館
へ
の
寄
贈
や
購
入
に
よ
る
も
の
で
、
来
歴
不
明
な
も
の
が
多
い
。
①
は
京
都
大
学
教
授
で
あ
っ
た
青
木
正
児
が
一
九
二

四
、
二
五
年
に
中
国
滞
在
し
た
折
に
観
劇
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
二
八
年
の
北
方
崑
曲
の
名
優
・
韓
世
昌
訪
日
公
演
の
み
は
京
都
で
の

観
劇
）。
特
に
上
海
、
杭
州
、
嘉
興
で
念
願
の
崑
曲
の
公
演
を
鑑
賞
し
た
際
の
戯
単
が
注
目
さ
れ
る
。
書
き
込
み
が
多
数
あ
り
、
大
判
の
も

の
は
文
字
が
残
る
よ
う
に
切
り
抜
か
れ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
状
態
で
和
綴
じ
の
小
冊
子
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
も
文
字
の

み
を
切
り
抜
い
た
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
元
の
形
を
崩
し
て
ま
で
文
字
情
報
の
保
存
を
重
視
し
て
い
る
点
は
大
変
特
徴
的
で
あ
る
。
②
は
上

述
の
濱
一
衛
が
一
九
三
四
、
三
五
年
に
北
京
留
学
し
た
際
に
入
手
し
た
も
の
が
中
心
で
、
保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
焼
け
、
破
損

も
ほ
ぼ
な
い
。
戯
単
の
デ
ザ
イ
ン
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
お
り
、
自
著
の
中
で
廣
和
楼
の
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
や
、
自
身
の

好
み
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
③
に
は
日
本
画
家
の
若
柳
柳
湖
寄
贈
（
六
枚
）、
中
国
文
学
者
の
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
寄
贈
（
一
枚
）

が
あ
り
、
二
〇
一
七
年
に
新
た
に
受
け
入
れ
た
収
集
者
不
明
の
天
津
の
伝
統
劇
・
遊
芸
場
の
戯
単
群
が
注
目
さ
れ
る
。
以
上
は
公
開
さ
れ

て
い
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
個
人
蔵
な
ど
で
散
在
し
て
い
る
戯
単
が
今
後
も
出
現
し
得
る
。
中
国
の
枚
数
に
比
べ
れ
ば
些
少
で
あ
っ
て
も
、

中
国
に
存
在
し
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
価
値
は
大
き
い
。

二
　
奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
の
概
要

奥
野
の
収
集
し
た
戯
単
は
大
別
す
れ
ば
二
種
類
あ
る
。
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
光
緒
年
老
戯
単
」（
図
一
・
二
）
と
、
中
文
研
究

室
に
あ
る
「
民
国
初
期
以
降
の
新
式
戯
単
」（
図
三
・
四
）
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

二－

一 

光
緒
年
老
戯
単

「
左
傳
事
緯
前
書
目
録
」
と
書
か
れ
た
線
装
小
冊
子
を
台
紙
と
し
て
、
黄
色
の
横
長
の
紙
片
の
旧
式
戯
単
が
各
頁
三
枚
ず
つ
十
三
頁
分
、

合
計
三
十
九
枚
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表
紙
に
は
「
光
緒
年
老
戯
單
」、「
非
賣
品
」、「
文
人
堂
主
人
（
人
は
「
太
」
或
い
は
「
友
・
支
・

（
30
）

（
31
）
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大
」
と
も
見
え
る
文
字
の
上
に
重
ね
書
き
）」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
誰
が
書
い
た
の
か
、

文
人
堂
主
人
（
文
太
堂
主
人
？
）
と
は
誰
か
、

非
賣
品
と
記
す
意
味
な
ど
、
現
段
階
で
は
不

明
で
あ
る
。
一
枚
の
サ
イ
ズ
は
最
小
が
十
二

㎝
×
四
・
〇
㎝
、
最
大
で
十
四
・
三
㎝
×

四
・
七
㎝
、
一
定
で
は
な
い
。
木
刻
と
見
ら

れ
る
活
字
で
演
目
名
が
印
刷
さ
れ
、
擦
り

減
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
文
字
の
配
列

は
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。
演
目
数
は
九
か
ら
十

三
で
、
全
く
同
一
の
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら

は
「
点
戯
」
に
合
わ
せ
た
演
目
の
み
の
旧
式

戯
単
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
こ
れ
以
外
に

中
国
・
日
本
で
画
像
で
確
認
で
き
る
旧
式
戯

単
は
、
周
明
泰
著
『
五
十
年
來
北
平
戲
劇
史

材
』
に
「
早
年
北
京
梨
園
戯
単
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
二
枚
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

観
劇
者
に
よ
っ
て
日
付
と
劇
団
名
が
毛
筆
で

書
き
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
何
年
の
も

の
か
は
特
定
で
き
な
い
。
こ
の
冊
子
の
巻
末

に
は
、
原
稿
用
紙
に
「
光
緒
初
期
の
芝
居
番

付　

番
付
を
戲
單
と
称
し
古
く
は
外
題
の
み

（
32
）

図
一　

 

早
年
北
京
梨
園
戲
単
『
五
十
年
來

北
平
戲
劇
史
材
』
第
一
巻
巻
頭

　
　
　

 

周
明
泰
著　

商
務
印
書
館

　
　
　

一
九
三
四
年

図
二　

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

　
　
　

光
緒
年
老
戯
単　

表
紙

図
三　

同p2

、p3
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を
記
し
出
演
俳
優
そ
の
他
は
一
切
記
し
て
な
い
。」
と
の
奥
野
の
自
筆
に
よ
る
簡
単
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
奥
野
は
「
光
緒
初
期
」
と

し
て
い
る
が
、
毛
筆
で
書
き
こ
ま
れ
た
班
（
劇
団
）
の
名
称
か
ら
年
代
を
考
え
て
み
る
。
同
慶
班
（
十
一
枚
）・
福
寿
班
（
四
）・
寶
勝
和

班
（
三
）（
そ
れ
以
外
は
未
記
入
）
の
三
種
が
あ
り
、
吉
川
良
和
氏
に
よ
れ
ば
寶
勝
和
班
は
河
北
梆
子
の
劇
団
で
、
全
順
和
班
か
ら
幾
度
か

改
名
し
て
引
き
継
が
れ
、
光
緒
十
九
年
（
一
八
九
三
）
か
ら
寳
勝
和
班
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
中
で
は
寳
勝
和
班
が
最
も
早
い
が
、
同
慶

班
（
京
劇
）
は
光
緒
二
十
五
年
（
一
八
九
九
年
）
三
月
、
福
寿
班
（
京
劇
）
は
光
緒
二
十
二
年
（
一
八
九
六
年
）
の
成
立
と
さ
れ
る
。
そ
こ

か
ら
考
え
れ
ば
光
緒
晩
年
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
記
「
早
年
北
京
梨
園
戯
単
」
二
枚
と
比
較
す
る
と
、「
早
年
」
の
方

は
活
字
の
配
列
が
歪
ん
で
揃
わ
ず
、
演
目
の
誤
表
記
も
見
受
け
ら
れ
拙
劣
な
印
象
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
奥
野
戯
単
の
方
は
誤
記
も
少

な
く
、
配
列
は
格
段
に
整
い
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
年
代
は
新
し
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
同
時
期
の
戯
単
が
出
て
く
れ
ば
よ
り
明
確

に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
中
国
で
も
二
枚
の
写
真
し
か
見
ら
れ
な
い
旧
式
戯
単
と
同
タ
イ
プ
の
も
の
が
、
実
物
で
三
十
九

枚
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

二－

二  

新
式
戯
単

中
文
研
究
室
所
蔵
の
新
式
戯
単
は
合
計
六
十
五
枚
あ
る
。
ま
ず
、
年
代
と
枚
数
を
列
挙
す
る
。

 
 

 

一
九
一
四
年
：
三
枚
／
一
九
一
六
年
：
一
枚
／
一
九
一
八
年
：
三
枚
／
一
九
一
九
年
：
五
枚
／
一
九
二
〇
年
：
一
枚
／
一
九
二
一
年
：

一
枚
／
一
九
二
二
年
：
一
枚
／
一
九
三
七
年
：
十
一
枚
／
一
九
三
八
年
：
二
十
七
枚
／
一
九
五
二
年
：
一
枚
／
一
九
五
四
年
：
二
枚

／
年
代
不
詳
：
六
枚
／
そ
の
他
：
三
枚
（
映
画
・
児
童
劇
・
戯
劇
報
広
告
）

奥
野
の
主
な
中
国
滞
在
は
、
一
九
三
六
年
七
月
〜
三
八
年
四
月
（
北
京
留
学
）、
一
九
三
九
〜
一
九
四
三
年（
ほ
と
ん
ど
毎
年
夏
季
訪
問
、

一
九
四
二
年
は
芳
賀
日
出
男
と
調
査
）、
一
九
四
四
〜
一
九
四
六
年（
北
京
輔
仁
大
学
客
員
教
授
）、
一
九
五
四
年（
学
術
文
化
交
流
使
節
）

で
、
北
京
留
学
中
の
一
九
三
七
〜
三
八
年
の
戯
単
が
多
い
。
留
学
以
前
の
も
の
一
五
枚
及
び
年
代
不
詳
の
二
枚
の
合
計
十
七
枚
分
に
は
、

戯
単
右
上
部
に
番
号
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
古
書
店
等
で
購
入
、
或
い
は
譲
渡
等
に
よ
り
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
四

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）
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十
八
枚
は
概
ね
奥
野
自
身
が
観
劇
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
京
輔
仁
大
学
客
員
教
授
時
代
の
戯
単
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
終
戦
後
の
引
き

揚
げ
の
際
に
持
ち
帰
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
北
京
留
学
期
間
に
つ
い
て
は
留
学
当
初
の
一
九
三
六
年
七
月
か
ら
翌
年
一
九
三

七
年
七
月
十
五
日
ま
で
、
丸
一
年
分
の
戯
単
が
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
二
月
（
十
二
枚
）、
三
月
（
十
三
枚
）
の
よ
う
な

ペ
ー
ス
で
観
劇
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
残
っ
て
い
な
い
。

続
い
て
、
劇
場
、
役
者
な
ど
別
の
要
素
か
ら
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
劇
場
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 
 

 

新
新
大
戯
院
：
十
九
枚
／
吉
祥
茶
園
（
吉
祥
戯
院
、
吉
祥
大
戯
院
、
吉
祥
劇
院
を
含
む
）：
十
枚
／
第
一
舞
台
：
六
枚
／
中
和
戯
院

（
中
和
大
戯
院
・
中
和
茶
園
を
含
む
）：
四
枚
／
長
安
戯
院
・
長
安
大
戯
院
：
三
枚
／
華
楽
戯
院
：
二
枚
／
慶
楽
戯
院
：
二
枚
／
三
慶

園
・
三
慶
戯
院
：
二
枚
／
大
衆
劇
場
・
天
楽
茶
園
・
文
明
茶
園
・
丹
桂
園
・
江
西
会
館
・
新
明
大
戯
院
・
光
陸
電
影
院
・
廣
和
楼
・

奉
天
大
舞
台
（
奉
天
）・
国
泰
劇
院
（
上
海
）・
大
観
楼
影
院
・
西
関
楽
善
戯
園
（
広
州
）・
真
光
電
影
劇
場
：
各
一
枚
／
不
明
：
四
枚

最
多
の
新
新
大
戯
院
は
一
九
三
七
年
三
月
に
老
生
の
名
優
・
馬
連
良
（
一
九
〇
一－

一
九
六
六
）
ら
が
中
心
と
な
り
開
設
さ
れ
た
、
一

千
余
人
を
収
容
す
る
当
時
最
新
最
大
の
劇
場
で
あ
っ
た
。
奥
野
は
馬
連
良
と
交
友
が
あ
り
、
馬
連
良
の
主
宰
す
る
扶
風
社
や
、
奥
野
の
好
ん

だ
富
連
成
科
班
（
京
劇
俳
優
養
成
機
関
）
が
こ
こ
で
よ
く
上
演
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
吉
祥
戯

院
は
一
九
〇
八
年
に
王
府
井
金
魚
胡
同
に
建
立
さ
れ
た
旧
式
劇
場
で
、
譚
鑫
培
や
梅
蘭
芳
な
ど
の
名
だ
た
る
名
優
た
ち
が
舞
台
に
立
っ
た
。

一
枚
は
一
九
一
九
年
と
推
定
さ
れ
、
残
る
九
枚
は
自
身
の
観
劇
と
思
わ
れ
る
。
第
一
舞
台
は
一
九
一
四
年
に
武
生
俳
優
・
楊
小
楼
（
一
八

七
八－

一
九
三
八
）
ら
が
上
海
の
大
舞
台
に
倣
っ
て
北
京
に
初
め
て
建
立
し
た
新
式
劇
場
で
あ
る
が
、
奥
野
の
滞
在
中
の
一
九
三
七
年
十

一
月
に
火
災
で
焼
失
す
る
。
こ
の
六
枚
は
す
べ
て
右
上
部
に
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
奥
野
自
身
の
観
劇
し
た
も
の
で
は
な
い
。
中
和
戯

院
も
二
枚
は
留
学
以
前
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
次
の
長
安
戯
院
は
新
新
大
戯
院
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
一
九
三
七
年
二
月
）
に
オ
ー
プ
ン
し
、

位
置
も
近
隣
で
あ
る
の
に
、
三
枚
し
か
な
い
（
二
枚
は
富
連
成
の
公
演
、
も
う
１
枚
は
元
宵
節
を
祝
う
特
別
公
演
）。
こ
の
よ
う
に
、
他
の

劇
場
よ
り
も
新
新
と
吉
祥
の
二
ヶ
所
に
集
中
し
、
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

次
に
、
観
劇
対
象
で
あ
る
役
者
（
ま
た
は
団
体
）
の
う
ち
、
枚
数
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

（
40
）
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小
翠
花
：
八
枚
／
馬
連
良
・
梅
蘭
芳
：
六
枚
／
楊
小
楼
・
程
硯
秋
・
金
少
山
・
陸
素
娟
：
四
枚
／
尚
小
雲
・
荀
慧
生
：
三
枚
（
二
枚

以
下
省
略
）

 
 

 
団
体
で
は
富
連
成
：
六
枚
／
維
徳
社
：
二
枚
／
戯
曲
学
校
（
ほ
か
省
略
）：
一
枚

小
翠
花
は
奥
野
が
最
も
愛
し
た
役
者
で
あ
っ
た
の
で
、
最
多
で
あ
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。
一
枚
を
除
き
、
七
枚
は
滞
在
期
間
中
の
観

劇
で
あ
る
。
次
に
馬
連
良
、
梅
蘭
芳
が
並
ぶ
が
、
梅
蘭
芳
の
出
演
す
る
戯
単
に
は
す
べ
て
右
上
部
の
番
号
が
あ
り
、
六
枚
と
も
奥
野
が
観

劇
し
た
も
の
で
は
な
い
。
武
生
・
楊
小
楼
も
す
べ
て
早
い
年
代
の
戯
単
で
、
自
身
で
観
劇
し
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
随
筆
中
に
は
楊

小
楼
の
最
晩
年
の
舞
台
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
感
激
や
、
そ
の
葬
儀
の
葬
列
に
し
た
が
っ
て
歩
い
た
記
憶
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
昭
和
十
二

年
九
月
五
日
の
馬
連
良
の
「
借
東
風
」、
老
生
・
言
菊
朋
（
一
八
九
〇－

一
九
四
二
）
も
「
欠
か
す
こ
と
な
く
観
に
行
っ
た
」
等
の
記
述
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
合
致
す
る
戯
単
が
見
ら
れ
な
い
。
年
代
の
部
分
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
点
か
ら
も
観
劇
の
回
数
と
戯
単
の
枚
数
は
一

致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
保
存
状
態
に
つ
い
て
は
、
穴
開
き
、
破
れ
、
シ
ワ
、
色
落
ち
、
折
り
目
（
縦
に
三
筋
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
特

別
丁
寧
に
扱
わ
れ
た
様
子
は
な
い
（
当
初
、
研
究
室
に
置
か
れ
て
い
た
の
も
無
造
作
に
重
ね
て
ま
と
め
た
状
態
）。
デ
ザ
イ
ン
や
記
載
内
容

な
ど
も
含
め
戯
単
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
文
章
も
見
ら
れ
ず
、
戯
単
に
そ
れ
ほ
ど
頓
着
し
て
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
ほ
か
、
程
硯
秋
、
金
少
山
、
尚
小
雲
、
荀
慧
生
は
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
名
優
で
あ
り
多
数
観
劇
し
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
若
手
女

優
・
陸
素
娟
（
一
九
一
四－

一
九
四
一
）
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

青
木
正
児
の
場
合
は
、
観
劇
し
た
全
て
の
戯
単
を
切
り
貼
り
も
し
て
一
冊
に
ま
と
め
、
濱
一
衛
の
場
合
は
非
常
に
丁
寧
に
保
管
し
、
自

ら
観
劇
し
た
戯
単
は
ほ
ぼ
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
奥
野
信
太
郎
の
場
合
は
保
存
は
万
全
で
は
な
く
観
劇
の
全
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、

観
劇
の
傾
向
は
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
戯
単
に
は
収
集
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
も
興
味
深
い
。

新
式
戯
単
を
二
枚
掲
載
す
る
。
図
四
は
楊
小
楼
、
譚
鑫
培
（
一
八
四
七－

一
九
一
七
）
両
名
の
名
前
が
そ
の
格
を
表
す
よ
う
に
大
書
さ

れ
、
人
目
を
ひ
く
。
年
代
不
詳
だ
が
、
一
九
一
七
年
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
図
五
は
一
九
五
四
年
の
学
術
文
化
交
流
使
節
団

で
訪
中
し
た
際
の
観
劇
と
思
わ
れ
る
。
雲
燕
銘
の
『
穆
桂
英
』、
李
宗
義
の
『
空
城
計
』、
張
雲
渓
の
『
武
松
打
虎
』、
裏
面
に
は
張
春
華
の

『
水
簾
洞
』
で
あ
る
。

（
41
）

（
42
）
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二
　
奥
野
信
太
郎
の
観
劇

奥
野
信
太
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
で
、
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
が
、
京
劇
を
好
む
よ
う
に
な
る
下
地
と
し

て
、
幼
少
期
か
ら
竹
添
井
々
に
漢
籍
の
素
読
を
教
授
さ
れ
中
国
古
典
を
そ
の
身
に
染
み
込
ま
せ
て
い
た
こ
と
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
一

二
年
）
に
開
成
中
学
に
入
学
し
て
、
市
村
座
、

柳
盛
座
、
開
成
座
な
ど
の
劇
場
に
出
入
り
を
し
、

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
に
は
浅
草
オ
ペ
ラ

常
連
と
な
る
程
の
芝
居
好
き
で
あ
っ
た
、
と
い

う
要
因
は
大
き
く
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
北
京
に
は
ち
ょ
う
ど
一
九
三
〇
年
代
の
最

盛
期
の
京
劇
が
あ
り
、
様
変
わ
り
し
て
い
く
前

の
京
劇
の
姿
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

感
興
は
、
京
劇
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
た
も

の
、
筆
の
流
れ
で
芝
居
の
筋
や
役
者
や
観
劇
の

思
い
出
な
ど
に
触
れ
る
も
の
な
ど
、
情
趣
に
富

む
随
筆
の
諸
所
に
散
見
さ
れ
る
。
筆
致
は
軽
や

か
で
は
あ
る
が
、
中
国
演
劇
へ
の
深
い
理
解
と

い
う
土
壌
の
上
に
生
じ
た
軽
や
か
さ
で
あ
る
。

学
術
論
文
を
好
ま
な
い
奥
野
に
は
珍
し
い
、「
支

那
演
劇
思
潮
」
と
い
う
中
国
伝
統
演
劇
に
つ
い
て

の
長
文
の
論
文
が
あ
る
。「
Ⅰ
巫
風
と
歌
舞
」

「
Ⅱ
滑
稽
侏
儒
」「
Ⅲ
武
技
の
精
神
」「
Ⅳ
結
語
」

（
43
）

（
44
）

図
五　

一
九
五
四
年
十
月
六
日
大
衆
劇
場

　
　
　

中
国
京
劇
団　

表
・
裏

図
四　

年
代
不
詳
、
第
一
舞
台
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か
ら
構
成
さ
れ
、
詩
経
に
始
ま
り
詩
詞
曲
、
文
学
文
化
芸
術
全
般
に
亘
る
広
い
見
地
か
ら
、
独
自
の
感
覚
で
鋭
く
掴
み
上
げ
た
も
の
を
才

気
の
ま
ま
に
論
じ
て
お
り
、
独
創
的
で
あ
る
。
示
唆
に
富
む
見
解
が
惜
し
げ
も
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
、
俳
優
の
演
技
術
、
役
柄
や
伝
統
演

劇
の
「
形
式
」
に
関
す
る
卓
越
し
た
言
及
な
ど
は
、
当
時
の
京
劇
を
見
尽
く
し
熟
知
し
て
い
て
こ
そ
の
発
想
で
あ
り
、
舞
台
か
ら
感
受
し

て
い
た
内
容
の
深
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
観
劇
が
奥
野
の
知
性
に
よ
っ
て
内
部
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
た
の
か
が
素
直
に
読
み
取
れ

る
。
学
識
を
露
骨
に
表
出
す
る
の
は
野
暮
な
所
業
と
い
う
の
が
奥
野
流
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
河
出
書
房
『
演
劇
論
』「
日
本
演
劇
思
潮
」

の
一
節
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
上
代
か
ら
近
代
ま
で
の
日
本
演
劇
論
の
巻
末
に
「
南
方
演
劇
」（
南
江
治
郎
）と
共
に
並
べ
ら
れ
る
文
章

で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、
観
劇
に
関
連
す
る
文
章
と
戯
単
と
を
結
び
つ
け
て
見
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

三－

一
　
富
連
成
科
班

科
班
と
は
民
間
の
俳
優
養
成
機
関
で
あ
り
、
幼
少
期
か
ら
七
〜
十
年
間
ほ
ど
か
け
、
厳
格
な
訓
練
の
か
た
わ
ら
実
地
に
舞
台
公
演
を
行

い
、
演
技
術
の
基
礎
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
明
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
晩
清
に
も
三
慶
科
班
、
小
栄
椿
科
班
な
ど
多
数
の
科
班

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
規
模
が
最
も
大
き
く
、
多
く
の
名
優
を
輩
出
し
た
著
名
な
科
班
が
富
連
成
で
あ
る
。
富
連
成
は
も
と
喜
連
成
と
言

い
、
京
劇
俳
優
の
葉
春
善
（
一
八
七
五－

一
九
三
五
）
と
事
業
家
の
牛
子
厚
（
一
八
六
六－

一
九
四
三
）
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
〇
四
年

に
開
設
さ
れ
、
一
九
四
四
年
ま
で
続
い
た
。
徒
弟
制
度
で
、
教
育
方
法
と
し
て
は
前
近
代
的
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
演
目
を
堅
固
に
受
け
継

ぎ
、
定
評
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
文
化
的
・
近
代
的
な
俳
優
教
育
を
目
指
し
、
芸
術
的
創
造
能
力
を
培
う
と
い
う
理
念
の
も
と
、
近

代
的
な
設
備
で
英
語
や
歴
史
な
ど
の
教
科
も
教
え
る
中
華
戯
曲
専
科
学
校
が
一
九
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
（
戯
曲
と
は
中
国
伝
統
演
劇
の

こ
と
、
以
下
「
戯
曲
学
校
」
と
略
称
）。
後
に
北
京
人
民
芸
術
劇
院
副
院
長
と
な
る
話
劇
演
出
家
の
焦
菊
隠
（
一
九
〇
五－

一
九
七
五
）
が

一
九
三
五
年
ま
で
校
長
を
務
め
（
そ
の
後
は
金
仲
蓀
）、
新
編
劇
も
多
数
創
作
し
て
上
演
し
、
一
九
四
〇
年
ま
で
続
い
た
。
奥
野
は
両
所
を

見
学
し
た
所
感
を
「
演
劇
の
二
道
場
」
に
記
し
て
い
る
。
前
半
で
は
北
京
の
人
間
に
と
っ
て
芝
居
は
食
事
の
如
く
大
切
な
生
活
の
一
部
で
あ

る
こ
と
、
夏
の
盧
溝
橋
事
変
勃
発
後
の
演
劇
界
の
状
況
（
名
優
が
北
京
に
留
ま
り
、
観
劇
料
は
安
価
で
盛
況
）
が
述
べ
ら
れ
、
後
半
に
性

質
の
異
な
る
富
連
成
と
戯
曲
学
校
を
紹
介
す
る
。（
新
設
さ
れ
た
科
班
の
栄
春
社
な
ど
も
含
め
）
そ
れ
ぞ
れ
が
明
日
の
演
劇
文
化
を
一
層
多

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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事
な
ら
し
め
る
と
し
つ
つ
も
、
奥
野
の
評
価
は
明
白
で
あ
る
。
戯
曲
学
校
は
新
興
の
意
気
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
前
近
代
的
な
猛

訓
練
に
よ
り
伝
統
の
美
を
伝
え
る
老
舗
の
富
連
成
に
は
及
ば
な
い
。
奥
野
は
古
典
芸
術
、
伝
統
演
劇
の
精
粋
を
知
っ
て
い
る
。「
芸
術
と
か

学
問
と
か
の
機
関
は
よ
り
完
全
な
設
備
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
大
切
な
も
の
が
、
背
後
に
厳
然

と
控
へ
て
ゐ
る
や
う
に
考
え
た
。」
と
述
べ
る
。
一
心
不
乱
の
激
し
い
稽
古
に
耐
え
、
鍛
え
上
げ
た
少
年
た
ち
の
演
技
に
よ
っ
て
、
受
け
継

が
れ
た
精
粋
が
舞
台
に
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
奥
野
は
感
じ
入
る
。
一
九
五
五
年
に
も
こ
の
評
価
は
変
わ
ら
ず
、「
中
国
劇
の
今
昔
」
で

は
、
戯
曲
学
校
は
演
劇
修
業
も
か
な
り
学
校
の
教
課
的
で
あ
る
こ
と
や
、
他
の
科
班
の
場
合
は
主
催
者
の
好
み
に
よ
っ
て
上
演
種
目
が
い

ち
じ
る
し
く
偏
し
て
お
り
、「
舊
日
の
科
班
が
萬
遍
な
く
演
劇
修
業
の
跡
を
公
演
に
よ
つ
て
世
に
問
う
と
い
う
ゆ
き
か
た
と
は
異
な
つ
た
も

の
が
あ
っ
た
」
と
そ
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

そ
の
富
連
成
は
、
一
九
四
四
年
に
解
散
し
て
し
ま
う
。
奥
野
は
「
富
連
成
を
惜
し
む
」
に
、
富
連
成
を
創
設
し
た
葉
家
の
役
者
た
ち
に
案

内
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
回
想
し
、
一
九
三
六
〜
三
九
年
頃
に
広
和
楼
で
欠
か

さ
ず
観
劇
し
て
、
古
風
な
劇
場
に
融
け
こ
む
旧
科
班
の
旧
芸
術
が
名
状
し
が
た
い

魅
力
だ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
広
和
楼
と
い
う
劇
場
は
歴
史
が
古
く
、
明
代
に
は

査
楼
と
言
い
、
岡
田
玉
山
編
述
・
画
の
『
唐
土
名
勝
圖
會
』
巻
一
に
清
代
の
査
楼

の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
改
築
さ
れ
広
和
査
楼
、
広
和

楼
と
改
称
、
北
京
屈
指
の
劇
場
で
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
の
第
一
舞
台
以
後
陸
続

と
新
式
劇
場
が
出
現
す
る
中
、
古
色
を
保
ち
続
け
た
。
広
和
楼
の
戯
単
は
一
枚
し

か
な
い
が
、
奥
野
自
身
が
観
劇
し
た
戯
単
中
で
は
最
も
早
い
も
の
で
、
一
九
三
七

年
七
月
十
五
日
の
富
連
成
の
公
演
で
あ
る
（
図
六
）。
そ
の
日
の
観
劇
は
「
籠
城
前

後
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
七
月
七
日
盧
溝
橋
事
件
以
降
の
戒
厳
令
下
の
生
活
に
「
砲

聲
響
く
古
城
に
住
み
な
が
ら
、
北
京
の
人
間
に
芝
居
だ
け
は
必
須
の
も
の
で
あ
つ

た
の
か
」、
外
の
厳
戒
態
勢
と
は
裏
腹
に
、「
乾
隆
以
来
の
空
気
が
充
満
し
」、「
窓

か
ら
落
ち
る
日
ざ
し
の
お
だ
や
か
さ
、
胡
弓
の
啜
り
泣
き
に
と
け
あ
つ
て
、
人
々

（
48
）

（
49
）

（
50
）

図
六　

広
和
楼　

一
九
三
七
年
七
月
十
五
日
昼　

富
連
成

　
　
　

李
世
芳
『
牡
丹
亭
』
毛
世
来
『
龍
鳳
配
』
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の
心
を
は
か
な
く
美
し
く
古
風
に
染
め
上
げ
て
ゆ
く
」
と
描
写
す
る
。

古
風
、
老
舗
、
古
色
、
伝
統
の
継
承
、
こ
れ
ら
の
語
が
示
す
よ
う
な
富
連
成
の
芝
居
が
醸
す
味
わ
い
は
、
深
く
奥
野
を
魅
了
し
た
。
眼

の
前
の
戦
乱
や
時
代
の
変
化
の
中
で
失
わ
れ
ゆ
く
寂
寥
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
か
け
が
え
の
な
い
味
わ
い
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

戯
単
中
に
富
連
成
の
公
演
の
も
の
は
六
枚
あ
り
（
新
新
大
戯
院
、
華
樂
戯
院
、
廣
和
樓
、
長
安
戯
院
）、
戯
曲
学
校
は
一
枚
の
み
が
あ

る
。
図
七
は
慶
應
大
学
中
文
研
究
室
蔵
の
遺
品
中
の
写
真
で
あ
る
（
撮
影
者
は
不
明
）。
裏
面
に
は
自
筆
で
「
毛
世
来
の
演
技　

広
和
楼
に

て
」
と
書
か
れ
る
。
手
前
に
欄
干
が
見
え
、
舞
台
右
手
上
部
に
は
二
階
席
の
観
客
の
顔
が
並
び
、
舞
台
奥
に
は
白
い
長
衫
の
検
場
人
の
背

も
見
え
る
。
図
八
は
旧
暦
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
中
秋
節
の
応
節
戯
（
節
句
に
ち
な
ん
だ
演
目
を
演
じ
る
特
別
公
演
）
で
、
小
梅
蘭
芳

図
八　

 

長
安
戯
院　

一
九
三
七
年
九
月
十
九
日

　
　
　
（
陰
暦
八
月
十
五
日
）
富
連
成

図
七　

慶
大
中
文
研
究
室
蔵

　
　
　

奥
野
先
生
遺
品
の
写
真

　
　
　
「
毛
世
来
の
演
技　

広
和
楼
に
て
」

図
九　

新
新
戯
院　

一
九
三
七
年
九
月
十
三
日

　
　
　

戯
曲
学
校
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と
言
わ
れ
た
李
世
芳
（
一
九
二
一－

一
九
四
七
）
が
梅
蘭
芳
の
創
作
し
た
新
編
古
装
劇
『
嫦
娥
奔
月
』
を
演
じ
て
い
る
。
図
九
は
武
生
の

ス
タ
ー
俳
優
・
王
金
璐
（
一
九
一
九－

二
〇
一
六
）
と
宋
徳
珠
（
一
九
一
八－

一
九
八
四
）
に
よ
る
『
翠
屏
山
』、
当
時
人
気
の
あ
っ
た
趙

徳
鈺
と
趙
金
蓉
に
よ
る
『
覇
王
別
姫
』
で
、
見
応
え
の
あ
る
公
演
で
あ
る
。

三－

二
　
梅
蘭
芳

京
劇
が
大
体
形
式
を
整
え
た
晩
清
の
頃
は
、
老
生
（
中
年
以
上
の
正
し
い
性
格
の
男
性
役
）
を
中
心
と
し
た
「
聴
戯
（
芝
居
を
聴
く
）」

が
鑑
賞
の
主
体
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
に
入
り
、
近
代
化
、
改
良
が
叫
ば
れ
、
衣
装
や
化
粧
、
表
情
な
ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も
鑑
賞
す
る
「
看

戯
」
の
比
重
が
増
し
、
女
形
の
存
在
が
俄
然
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
、
梅
蘭
芳
は
数
々
の
改
良
や

創
作
を
行
い
、
二
十
世
紀
の
京
劇
を
代
表
す
る
役
者
と
な
る
。
京
劇
初
の
海
外
公
演
（
一
九
一
九
年
、
二
十
四
年
、
五
十
六
年
に
訪
日
、

一
九
三
〇
年
に
訪
米
、
一
九
三
五
年
に
訪
ソ
）
を
行
い
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。
日
本
で
も
反
響
は
大
き
く
、
青
木
正
児
、
内
藤

湖
南
、
鈴
木
虎
雄
ら
京
都
大
学
の
学
者
等
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
品
梅
記
』
や
、
与
謝
野
晶
子
が
和
歌
や
詩
に
詠
む
な
ど
、
多
様
な
人
物
が

梅
蘭
芳
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
最
も
多
く
の
言
辞
を
捧
げ
ら
れ
、
最
も
広
く
影
響
を
与
え
た
京
劇
俳
優
と
言
え
る
。
奥
野
が
初
め
て

梅
蘭
芳
を
見
た
の
も
一
九
一
九
年
帝
国
劇
場
初
訪
日
公
演
で
あ
っ
た
。
留
学
で
梅
蘭
芳
の
芝
居
を
見
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
が
、

と
こ
ろ
が
折
悪
し
く
梅
蘭
芳
は
戦
乱
を
避
け
て
一
九
三
二
年
よ
り
上
海
に
遷
居
し
て
不
在
で
あ
っ
た
、
と
「
青
衣
の
俳
優
・
梅
蘭
芳
」
に
書

か
れ
て
い
る
。『
随
筆
北
京
』
に
梅
蘭
芳
が
登
場
し
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
梅
蘭
芳
が
北
京
で
公
演
を
行
っ
た
の
は
、
一
九

三
六
年
九
月
六
日
か
ら
十
月
十
四
日
で
、
第
一
舞
台
に
於
て
梨
園
公
会
（
俳
優
の
互
助
組
織
）
が
主
催
し
た
貧
民
救
済
義
援
公
演
で
あ
っ

た
。
得
意
演
目
を
日
替
わ
り
で
次
々
に
上
演
し
、
最
終
日
の
十
月
十
四
日
が
楊
小
楼
と
の
最
後
の
共
演
と
な
る
『
覇
王
別
姫
』
で
あ
る
。

「
青
衣
の
俳
優
・
梅
蘭
芳
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

 
 

 

そ
の
後
北
京
に
留
学
し
た
ぼ
く
は
、
中
日
戦
争
の
は
じ
ま
る
直
前
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
二
年
の
春
の
は
じ
め
、
久
し
ぶ
り
に
北
帰
し

た
梅
蘭
芳
の
芸
を
、
前
門
外
の
開
明
劇
場
で
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
夜
の
寒
し
ろ
に
、
閉
場
は
大
抵
十
二
時
す
ぎ
と
い
う
身
も
こ
ご

え
る
ば
か
り
に
冷
え
わ
た
る
の
も
い
と
わ
ず
、
か
れ
の
得
意
の
芝
居
で
あ
る
西
施
や
覇
王
別
姫
や
打
魚
殺
家
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

（
51
）

（
52
）

（
53
）
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そ
っ
と
胸
に
抱
い
て
帰
っ
て
い
っ
た
あ
の
こ
ろ
を
思
う
と
、
そ
れ
は
や
は
り
な
つ
か
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

「
梅
蘭
芳
の
こ
と
」（
一
九
四
九
年
）、
お
よ
び
「
項
羽
と
劉
邦
」
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
九
六
一
年
）
に
も
こ
の
回
想
が
書
か
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
一
九
三
七
年
春
の
こ
と
と
し
、
劇
場
は
開
明
で
は
な
く
第
一
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
北
京
の
一
〇
月
の
夜
は
寒
く
、
そ
れ
を
初
春

と
記
憶
違
い
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
梅
蘭
芳
の
一
九
二
四
年
訪
日
公
演
を
見
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
第
一
舞
臺
に
通
い
つ

づ
け
て
、
貪
る
よ
う
に
そ
の
至
藝
の
精
妙
を
満
喫
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
梅
蘭
芳
の
舞
台
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
。

美
貌
、
素
質
、
才
能
の
よ
さ
と
い
う
条
件
が
揃
っ
て
い
て
、
演
技
術
は
喜
連
成
科
班
で
鍛
え
ら
れ
、
齋
如
山
ら
ブ
レ
ー
ン
の
支
援
を
得
て
、

舞
踊
を
取
り
入
れ
崑
曲
を
学
び
、
古
い
演
出
を
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
特
色
あ
る
独
自
の
「
梅
劇
」
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
演
劇
史
料
を

蒐
集
保
存
し
て
中
国
演
劇
研
究
を
開
拓
し
、
外
遊
に
よ
っ
て
世
界
に
紹
介
し
た
、
と
い
っ
た
言
葉
で
そ
の
功
績
を
評
価
す
る
。
こ
れ
は
一

九
四
九
年
五
月
号
の
「
私
の
考
え
る
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
四
六
年
春
か
ら
再
び
舞

台
に
立
ち
始
め
て
い
た
梅
蘭
芳
が
中
華
人
民
共
和
国
で
も
活
躍
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
最
後
の
部

分
で
「
彼
の
華
々
し
い
生
立
ち
が
民
國
の
政
治
革
命
と
と
も
に
進
ん
で
き
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
梅
蘭
芳
そ
の
も
の
の
存
在
も
ま
た
あ

ら
ゆ
る
革
新
の
氣
に
み
ち
た
民
國
文
化
の
様
相
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
得
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
は
し
ま
い
か
」
と
述
べ
る
。
梅
劇
と
は
、

伝
統
的
京
劇
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
民
国
初
期
の
改
革
改
良
の
波
に
も
ま
れ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
共
産
党
が
延
安
で
構
想
し
、
変

貌
を
重
ね
て
辿
り
着
く
京
劇
と
は
あ
き
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
、
民
国
期
の
文
化
を
代
表
す
る
舞
台
芸
術
の
精
華
で
あ
り
、
こ
の
梅
蘭
芳

評
は
正
鵠
を
射
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
後
、
梅
蘭
芳
は
民
国
文
化
に
留
ま
ら
ず
、
共
産
党
に
よ
る
変
革
に
も
順
応
し
て
ゆ
く
。

奥
野
が
一
九
五
四
年
九
月
に
文
化
学
術
使
節
団
の
一
員
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
に
招
聘
さ
れ
た
際
に
面
談
し
た
の
は
、
全
国
政
治
協
商

会
議
常
務
委
員
、
中
国
戯
曲
研
究
院
院
長
、
中
中
国
戯
劇
家
協
会
副
主
席
、
全
国
人
民
代
表
と
な
っ
た
梅
蘭
芳
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五

六
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
東
京
、
名
古
屋
、
福
岡
、
京
都
、
大
阪
等
を
巡
る
梅
蘭
芳
の
三
度
目
の
来
日
と
な
る
中
国
訪
日
京
劇
代
表

団
の
公
演
が
行
わ
れ
、
奥
野
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継
の
解
説
を
担
当
し
た
ほ
か
、
新
聞
や
雑
誌
に
解
説
、
劇
評
な
ど
を
多
数
書
く
。
そ
こ

で
は
上
述
の
評
価
の
ほ
か
に
、
新
中
国
政
府
の
要
職
に
就
き
俳
優
教
育
制
度
を
確
立
し
た
と
い
う
評
価
も
足
さ
れ
、
新
中
国
で
の
梅
蘭
芳

の
活
躍
を
絶
賛
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
三
田
文
学
』
一
九
五
七
年
一
月
号
に
書
い
た
「
京
劇
雑
感
」
で
は
、
書
割
り
の
使
用
を
例
に
取

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）
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り
、
そ
れ
が
京
劇
全
般
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 

 
し
か
し
劇
に
よ
つ
て
は
一
切
書
割
り
の
な
い
正
面
幕
、
そ
し
て
そ
の
上
場
門
、
下
場
門
が
極
度
に
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
劇
に
よ
つ
て
は
幕
内
の
台
詞
が
一
句
あ
つ
て
、
さ
つ
と
揚
幕
が
あ
が
る
と
、
そ
こ
に
俳
優

が
凝
然
と
立
つ
て
い
る
。
そ
し
て
静
か
に
登
場
す
る
。
こ
れ
は
一
瞬
錦
絵
的
な
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
観
客
に
あ
た
え
る
も
の
で
あ
つ

て
、
こ
の
恍
惚
は
得
が
た
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
中
略
…
わ
た
く
し
は
現
在
の
舞
台
様
式
も
十
分
に
肯
定
は
す
る

が
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
古
来
か
ら
の
舞
台
様
式
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の
は
少
し
残
念
な
気
が
す
る
の
で
あ

る
。
…
中
略
…
あ
の
新
様
式
も
劇
の
種
類
に
よ
つ
て
は
大
変
い
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
全
部
を
律
し
て
し
ま
う
と
い
う
点

に
聊
か
賛
意
を
表
し
か
ね
る
点
が
な
く
も
な
い
。

婉
曲
で
あ
り
な
が
ら
、
繰
り
返
さ
れ
る
不
満
の
中
に
懸
念
が
感
じ
ら
れ
る
。
旧
来
の
京
劇
の
舞
台
で
は
、
能
の
よ
う
な
張
り
出
し
舞
台

の
正
面
全
面
に
幕
を
用
い
、
向
か
っ
て
左
に
上
場
門
と
い
う
登
場
口
、
右
に
下
場
門
と
呼
ぶ
退
場
口
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
暖
簾
の
よ

う
な
幕
が
あ
っ
た
。
長
い
年
月
を
か
け
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
合
わ
せ
た
演
技
・
演
出
が
、
味
わ
い
を
醸
す
よ
う
に
高
め
ら
れ
、
舞
台
全

体
が
有
機
的
に
意
味
を
持
ち
、
妙
味
が
生
ま
れ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
直
後
、
一
九
四
九
年
十
一
月
に
梅
蘭
芳
の
談
話
「
移
歩
而
不

換
形
」（
時
代
が
変
わ
り
表
す
内
容
が
変
わ
っ
て
も
伝
統
的
な
演
技
様
式
は
変
え
な
い
）
が
批
判
さ
れ
、「
移
歩
必
然
換
形
」（
時
代
と
共
に

形
式
は
変
化
し
て
し
か
る
べ
き
）
に
言
い
直
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
共
産
党
政
府
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
人
々
に
革
命
思

想
を
伝
え
る
手
段
と
す
る
た
め
、
文
化
部
に
戯
曲
改
進
局
と
い
う
専
門
の
部
局
を
設
置
し
て
京
劇
の
変
革
を
企
図
す
る
。
上
演
禁
止
演
目

を
策
定
し
、
京
劇
の
全
面
的
な
改
革
を
進
め
、
曲
折
を
経
て
最
終
的
に
は
革
命
現
代
模
範
劇
へ
と
突
き
進
ん
で
ゆ
く
が
、
そ
の
過
程
で
は

舞
台
の
背
景
や
リ
ア
ル
な
演
技
に
つ
い
て
も
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
当
初
、
京
劇
が
反
革
命
的
な
も
の
と
し

て
廃
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
奥
野
は
危
惧
し
て
い
た
が
、
馬
連
良
や
北
京
の
芝
居
が
健
在
で
あ
る
こ
と
に
多
少
の
安
堵
を
覚
え
た
。
し
か

し
変
革
の
進
む
様
相
の
端
々
に
、
違
和
感
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
能
の
事
例
で
は
あ
る
が
「
能
の
字
幕
」
と
い
う
小
文
に
は
、
こ
れ
と
同
様

に
古
典
芸
術
の
改
良
に
関
連
す
る
内
容
が
書
か
れ
る
。
意
味
の
な
い
頑
な
な
守
旧
に
は
反
対
す
る
が
、
古
典
芸
術
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

（
58
）

（
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）

（
60
）

（
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）
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よ
う
に
字
幕
を
出
す
工
夫
に
賛
同
す
る
。
た
だ
し
、
古
典
芸
術
の
内
容
そ
の
も
の
を
う
ご
か
す
こ
と
に
は
強
く
反
対
す
る
、
と
い
う
こ
と

が
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
合
理
的
で
柔
軟
な
工
夫
は
歓
迎
し
て
も
、
内
容
、
つ
ま
り
そ
の
も
の
の
持
つ
本
質

に
手
を
加
え
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
京
劇
だ
け
で
な
く
古
典
芸
術
は
そ
の
様
式
も
深
い
意
味
を
持
ち
、
様
式
も
「
古
典
芸
術
の

内
容
」、
本
質
で
あ
る
。
梅
蘭
芳
は
民
国
初
期
に
「
時
装
新
戯
」
と
言
っ
て
、
現
代
の
衣
装
を
着
用
し
た
京
劇
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、

京
劇
の
動
作
と
の
不
釣
り
合
い
な
ど
が
克
服
で
き
ず
、
放
棄
し
た
経
験
が
あ
る
。
上
記
の
発
言
を
補
足
す
る
と
、
演
じ
る
内
容
が
変
わ
っ

た
と
し
て
も
、
様
式
を
失
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
は
京
劇
で
な
く
な
る
の
で
、
京
劇
の
持
ち
味
た
る
様
式
は
保
持
し
よ
う
、
と
い
う
意
見
で

あ
っ
た
の
を
「
様
式
も
必
然
的
に
リ
ア
ル
に
改
め
る
べ
き
」
と
修
正
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
の
段
階
で
は
京
劇
は
ま
だ
変

貌
の
途
上
に
あ
り
、
奥
野
の
婉
曲
に
し
て
歯
切
れ
の
悪
い
表
現
は
、
そ
う
し
た
様
々
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

奥
野
自
身
が
観
劇
し
た
梅
蘭
芳
の
戯
単
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
梅
蘭
芳
の
出
演
す
る
早
い
時
期
の
戯
単
を
掲
載
す
る
。
図
十
は
新
式
戯

単
の
中
で
最
も
早
い
民
国
三
年
（
一
九
一
四
年
）
十
月
十
一
日
の
天
楽
茶
園
の
も
の
で
、
大
軸
戯
（
最
後
の
演
目
）
が
梅
蘭
芳
の
「
孽
海

波
瀾
（
第
二
幕
）」
で
あ
り
、
こ
れ
が
梅
蘭
芳
の
「
時
装
新
戯
」
の
初
作
品
で
あ
る
。
三
日
に
分
け
て
上
演
さ
れ
、
こ
の
戯
単
は
二
日
目
で

あ
る
。
誘
拐
さ
れ
て
妓
楼
に
売
ら
れ
た
少
女
を
救
出
し
、
娼
妓
た
ち
を
社
会
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
一
九
〇
六
年
に
起
き
た
実
事
に
取
材
し

た
新
作
で
、
興
行
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。
図
十
一
は
上
部
に
「
福
禄
寿
」
と
書
か
れ
た
年
代
不
詳
の
堂
会
（
祝
宴
な
ど
非
公
開
の
公
演

の
戯
単
）
で
、
旧
暦
六
月
六
日
で
あ
る
。
第
一
級
の
名
優
の
ほ
か
、
紅
豆
館
主
・
包
丹
亭
ら
著
名
な
票
友
（
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
家
）
も
名

を
連
ね
る
。
一
九
二
三
年
に
下
海
（
プ
ロ
俳
優
と
な
る
）
し
、
言
派
と
い
う
老
生
の
一
大
流
派
を
形
成
す
る
言
菊
朋
は
こ
の
時
は
ま
だ
票

友
で
あ
る
。
ま
た
一
九
二
〇
年
に
逝
去
す
る
浄
（
隈
取
り
役
）
の
李
連
仲
の
名
も
見
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
よ
り
前
の
も
の
で
あ
る
。
梅
蘭

芳
は
圧
軸
戯
（
最
後
か
ら
二
番
目
）
で
、
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
予
定
の
『
玉
堂
春
』
で
は
な
く
西
厢
記
の
一
節
『
佳
期
拷
紅
』
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。
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図
十　

一
九
一
四
年
十
月
十
一
日

　
　
　

天
楽
茶
園　

梅
蘭
芳
「
孽
海
波
瀾
」

図
十
一 　

年
代
不
詳　

堂
会

三－

三  

小
翠
花

奥
野
が
京
劇
俳
優
の
中
で
最
も
好
ん
だ
の
は
、
梅
蘭
芳
と
同
じ
女
形
で
は
あ
る
が
、
全
く
タ
イ
プ
が
異
な
る
花
旦
の
小
翠
花
で
あ
る
。

七
歳
か
ら
鳴
盛
和
班
で
花
旦
を
学
び
、
鳴
盛
和
が
解
散
し
て
十
二
歳
か
ら
富
連
成
科
班
に
入
っ
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。
印
象
的
な
演
技
で
多

く
の
観
客
の
心
を
つ
か
ん
だ
名
優
で
あ
る
。
作
家
の
黄
裳
（
一
九
一
九－

二
〇
一
二
）
に
「
念
小
翠
花
」
と
い
う
小
文
が
あ
り
、
蹻
の
技

術
（
女
性
の
纏
足
を
表
現
す
る
小
さ
な
木
型
の
靴
を
縛
り
付
け
た
演
技
術
）、『
品
花
宝
鑑
』
の
人
物
か
と
思
わ
せ
る
古
風
な
清
朝
の
情
趣
、

舞
台
に
上
が
り
名
乗
っ
た
だ
け
で
満
場
の
観
客
の
心
を
奪
う
圧
倒
的
存
在
感
な
ど
を
賛
美
し
て
い
る
。
特
に
「
京
白
（
北
京
語
に
よ
る
台

詞
回
し
）」
の
力
量
は
、
梅
蘭
芳
で
あ
れ
ば
典
雅
な
良
家
の
令
嬢
だ
が
、「
蕩
婦
」「
最
毒
婦
人
心
、」
つ
ま
り
蓮
っ
葉
・
悪
辣
な
女
を
演
じ

る
と
な
れ
ば
小
翠
花
の
ほ
か
に
な
し
、
と
の
評
語
で
両
者
の
違
い
を
表
現
す
る
。
奥
野
は
「
京
劇
の
発
展
と
梅
蘭
芳
」
に
以
下
の
よ
う
に
書

く
。

（
62
）

（
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）
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現
代
中
國
に
お
い
て
梅
蘭
芳
、
程
硯
秋
、
荀
慧
生
、
尚
小
雲
、
小
翠
花
を
あ
わ
せ
て
四
大
名
旦
と
称
し
、
女
方
俳
優
の
最
大
な
る
も

の
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
人
一
人
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
俳
優
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
て
も
つ
と
も
圓
滿
に
完
全
な
も
の
と
い
え
ば
こ

の
梅
蘭
芳
を
措
い
て
他
に
は
求
め
難
い
。
た
と
え
ば
わ
た
く
し
個
人
の
好
み
か
ら
い
え
ば
小
翠
花
の
ご
と
き
は
も
つ
と
も
妖
艶
姸
媚

の
藝
風
を
も
つ
て
い
て
、
心
を
う
た
れ
る
こ
と
す
こ
ぶ
る
多
い
の
で
あ
る
が
、
殘
念
な
る
か
な
惡
聲
で
そ
の
唱
は
聞
く
に
た
え
な
い
。

こ
う
い
う
點
に
な
る
と
梅
蘭
芳
は
、
唱
、
白
、
科
す
べ
て
に
お
い
て
間
然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
完
全
さ
を
も
っ
て
い
る
俳
優
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
節
で
述
べ
た
梅
蘭
芳
一
九
五
六
年
の
来
日
公
演
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
悪
声
を
持
ち
出
し
て
い
か
に
も
梅
を
持
ち

上
げ
る
体
で
、
さ
て
奥
野
が
心
う
た
れ
る
の
は
梅
蘭
芳
の
円
満
完
全
さ
で
は
な
く
、（
公
演
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
）
小
翠
花
で
あ

る
、
と
正
直
に
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
四
大
名
旦
」
と
言
え
ば
梅
蘭
芳
、
程
硯
秋
、
荀
慧
生
、
尚
小
雲
の
四
人
が
一
般
的
で
あ
っ
て

「
五
大
名
旦
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
五
人
目
は
小
翠
花
に
定
ま
っ
た
も
の
で
も
な
く
、
徐
碧
雲
や
そ
の
他
の
役
者
が
入
る

こ
と
も
あ
る
。
も
し
誤
記
を
装
い
故
意
に
「
四
大
名
旦
」
と
し
た
の
な
ら
、
そ
れ
も
ま
た
小
翠
花
の
格
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ

か
、
冒
頭
に
引
用
し
た
「
支
那
劇
の
話
」
で
は
、
セ
リ
フ
が
多
く
人
情
的
錯
綜
が
主
題
の
、
い
わ
ば
黙
阿
弥
の
世
話
も
の
に
あ
た
る
花
旦
戯

か
ら
支
那
劇
を
見
始
め
る
こ
と
を
す
す
め
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

 
 

 

今
日
北
京
劇
壇
に
お
い
て
花
旦
の
第
一
人
者
と
い
え
ば
小
翠
花
で
あ
ろ
う
。
そ
の
演
じ
る
と
こ
ろ
の
烏
龍
院
、
翠
屏
山
等
の
諸
劇
は

天
下
一
品
で
あ
る
。
喉
を
損
じ
て
甚
だ
し
い
悪
声
で
あ
り
な
が
ら
、
舞
台
一
面
に
漂
わ
し
て
行
く
媚
め
か
し
さ
は
、
故
人
梅
幸
を
更

に
油
こ
く
し
た
ら
な
ん
と
な
く
髣
髴
た
る
も
の
が
現
れ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
気
が
す
る
。
海
慧
寺
と
い
う
夫
殺
し

の
大
罪
を
犯
し
た
女
の
劇
で
、
そ
の
大
詰
そ
の
女
が
法
廷
に
於
て
ど
う
し
て
も
自
白
し
な
い
の
で
、
指
の
間
に
棒
を
挟
ま
れ
左
右
の

獄
卒
が
次
第
に
紐
で
そ
の
指
を
し
め
つ
け
て
ゆ
く
拷
問
の
場
面
は
、
い
か
に
も
支
那
ら
し
い
惨
忍
な
も
の
で
あ
る
が
、
振
り
乱
し
た

髪
が
ば
ら
り
と
前
へ
散
っ
て
、
そ
の
奥
か
ら
眼
が
ぎ
ろ
ぎ
ろ
と
光
り
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
の
一
声
と
共
に
が
っ
く
り
の
め
っ
て
悶
絶

す
る
一
段
は
、
陰
惨
な
が
ら
も
小
翠
花
の
至
芸
に
は
た
だ
驚
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
描
写
に
よ
っ
て
、
そ
の
演
技
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
。「
海
慧
寺
」
の
役
ど
こ
ろ
こ
そ
、
黄
裳
の
言
う
「
蕩
婦
」

「
最
毒
婦
人
心
」
の
女
性
で
あ
る
。
留
学
時
に
奥
野
が
居
住
し
て
い
た
中
日
実
業
公
司
宿
舎
に
同
宿
し
て
い
た
中
丸
平
一
郎
も
京
劇
を
好

み
、
よ
く
観
劇
に
同
行
し
て
お
り
、「
毛
三
爺
在
燕
京
的
時
候
児
」
に
、
姦
通
、
殺
人
、
捕
物
、
拷
問
、
死
刑
の
あ
る
小
翠
花
の
「
馬
思
遠
」

の
回
想
を
記
し
て
い
る
。

中
国
文
化
を
代
表
す
る
大
輪
の
牡
丹
の
花
の
よ
う
な
梅
蘭
芳
の
芸
風
は
、「
円
満
完
全
」「
至
芸
」「
典
雅
優
麗
」
と
い
う
ほ
か
文
句
な
し

で
、
言
う
べ
き
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
小
翠
花
に
つ
い
て
は
た
だ
の
「
至
芸
」
で
は
す
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
演
技
を
描
写
し
て
お
り
、

い
か
に
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
た
か
が
わ
か
る
。
中
国
の
観
客
た
ち
も
小
翠
花
の
演
技
を
高
く
評
価
し
た
が
、
共
産
党
政
権
下
で
は
封
建
的
・

陰
惨
・
淫
猥
と
見
ら
れ
る
演
目
や
表
現
が
ま
ず
禁
じ
ら
れ
、
纏
足
を
表
す
蹻
も
、
花
旦
そ
の
も
の
も
批
判
を
受
け
、
小
翠
花
は
一
九
五
七

年
に
「
馬
思
遠
」
を
演
じ
て
批
判
さ
れ
て
か
ら
は
舞
台
に
立
て
な
く
な
り
、
文
化
大
革
命
で
迫
害
に
遭
っ
て
逝
去
し
た
。
梅
蘭
芳
は
時
代
の

流
れ
に
自
ら
を
柔
軟
に
合
わ
せ
て
い
く
道
を
歩
ん
だ
が
、
小
翠
花
は
古
風
な
俳
優
で
、
自
分
の
技
芸
に
対
す
る
信
念
を
生
涯
曲
げ
な
か
っ

た
。
京
劇
は
も
と
も
と
偉
人
や
英
雄
、
四
大
美
女
や
仙
女
・
貞
女
ば
か
り
を
描
く
も
の
で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
人
間
を
も

表
現
し
て
、
人
々
と
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
必
要
な
も
の
以
外
は
価
値
を
認
め
ら
れ
ず
、
切
り
捨
て
ら
れ

た
。
一
九
六
一
年
一
月
の
小
翠
花
の
逝
去
を
知
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
年
に
書
か
れ
た
「
三
国
志
劇
に
つ
い
て
」
で
は
、
貂
蟬

役
が
得
意
で
あ
っ
た
小
翠
花
の
芸
風
が
今
思
っ
て
も
な
つ
か
し
く
胸
に
蘇
っ
て
く
る
、
と
書
い
た
後
に
結
び
の
部
分
で
「
す
べ
て
政
治
を

先
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
料
簡
以
外
に
、
な
に
も
の
を
も
考
え
な
い
現
在
の
中
国
の
政
権
担
当
者
た
ち
は
、
つ
い
先
達
ま
で
は
、
古
い
文
化

財
だ
と
い
っ
て
大
切
に
し
て
い
た
こ
う
い
う
芝
居
を
、
ま
る
で
紙
く
ず
で
も
捨
て
る
よ
う
に
、
ぽ
い
と
放
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
や

ら
文
化
大
革
命
は
無
文
化
大
革
命
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」、
と
文
化
大
革
命
が
京
劇
を
根
こ
そ
ぎ
な
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
痛
罵
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
奥
野
の
小
翠
花
に
対
す
る
何
憚
る
こ
と
の
な
い
賛
辞
は
、
好
き
な
も
の
に
ま
っ
す
ぐ
に
突
き
進
ん
で
楽
し
む
と
い
う
持

ち
前
の
性
情
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
は
変
容
す
る
中
国
社
会
の
制
約
か
ら
自
由
な
、
演
劇
そ
の
も
の
に
対
す
る

正
直
で
真
正
な
評
価
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

小
翠
花
の
名
の
あ
る
戯
単
を
二
つ
紹
介
す
る
。
図
十
二
は
一
九
三
八
年
一
月
二
十
三
日
夜
、
新
新
大
戯
院
の
公
演
。
馬
連
良
、
馬
富
禄

と
水
滸
伝
の
宋
江
と
閻
婆
惜
の
『
坐
楼
殺
惜
』、
そ
の
前
に
は
張
君
秋
の
『
玉
堂
春
』。
上
部
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
か
れ
、
一
月
三
十
一
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日
か
ら
の
春
節
公
演
の
程
硯
秋
、
馬
連
良
ら
の
予
告
も
書
か
れ
て
い
る
。
図
十
三
は
一
九
二
〇
年
二
月
十
三
日
夜
の
第
一
舞
台
で
、
最
初

の
演
目
が
小
翠
花
『
探
親
家
』
だ
が
、
実
際
に
は
変
動
が
あ
り
五
番
目
に
演
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
名
優
が
ず
ら
り
と
名
を
連
ね
、
圧

軸
が
梅
蘭
芳
『
天
女
散
花
』
で
あ
る
。

図
十
二　

一
九
三
八
年
一
月
二
十
三
日　

新
新
大
戯
院

図
十
三　

一
九
二
〇
年
二
月
十
三
日　

第
一
舞
台
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三－

四
　
陸
素
娟

陸
素
娟
（
一
九
一
四－

一
九
四
一
）
は
京
劇
女
優
で
あ
る
。
蘇
州
の
貧
困
家
庭
に
生
ま
れ
、
幼
少
時
に
北
京
の
妓
楼
に
売
ら
れ
た
娼
妓

で
あ
っ
た
。
京
劇
を
好
み
、
は
じ
め
老
生
を
歌
い
、
後
に
美
し
い
容
姿
と
喉
を
生
か
し
て
梅
派
の
青
衣
を
習
う
。
塩
業
銀
行
頭
取
の
王
紹

賢
に
落
籍
さ
れ
、
経
済
的
な
後
ろ
盾
が
で
き
て
女
優
と
し
て
舞
台
に
立
つ
よ
う
に
な
り
、
梅
蘭
芳
不
在
の
北
京
で
渇
望
さ
れ
た
『
覇
王
別

姫
』『
西
施
』『
廉
錦
楓
』『
宇
宙
鋒
』
な
ど
梅
劇
を
演
じ
て
当
た
り
を
と
っ
た
。
京
劇
で
も
早
い
時
期
か
ら
女
優
は
存
在
し
、
女
優
だ
け
の

劇
団
も
あ
れ
ば
、
男
優
の
劇
団
に
女
優
が
出
演
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
一
九
一
五
、
一
九
一
六
年
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
旦
衰
退
す
る
が
、

雪
艶
琴
（
一
九
〇
六－
一
九
八
六
）
が
出
て
女
優
劇
の
質
を
上
げ
、
日
本
軍
侵
攻
に
よ
り
雪
艶
琴
が
舞
台
を
退
い
た
後
も
新
艶
秋
、
侯
玉

蘭
、
李
玉
茹
、
言
慧
珠
、
童
芷
苓
な
ど
多
く
の
女
優
が
舞
台
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
丁
秉
鐩
に
よ
れ
ば
、
舞
台
上
で
は
古

典
美
人
、
舞
台
下
で
は
モ
ダ
ン
美
人
、
演
技
を
見
に
来
る
観
客
が
六
割
、
美
貌
を
見
に
来
る
客
が
四
割
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
舞
台
姿

の
美
し
さ
で
は
際
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、
梅
蘭
芳
の
演
目
を
演
じ
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
梅
蘭
芳
劇
団
の
役
者
、
楽
隊
、
ス
タ
ッ

フ
、
衣
裳
な
ど
を
、
陸
素
娟
は
潤
沢
な
資
金
と
熱
意
、
努
力
に
よ
っ
て
そ
っ
く
り
借
用
し
て
公
演
で
き
た
こ
と
も
有
利
に
働
い
た
。
一
九

三
七
年
に
光
陸
劇
場
で
楊
小
楼
と
『
覇
王
別
姫
』
を
演
じ
て
お
り
（
楊
小
楼
の
生
涯
最
後
の
項
羽
）、
奥
野
は
「
当
時
売
り
出
し
の
新
進
女

優
」
で
「
普
段
な
ら
と
て
も
楊
小
楼
な
ど
に
つ
き
あ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
格
で
は
な
か
っ
た
」
が
、「
一
世
を
風
靡
し
た
老
名
優
と
美
貌

の
花
形
女
優
の
舞
台
は
実
に
み
ご
と
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
う
っ
と
り
と
、
さ
な
が
ら
酔
え
る
が
ご
と
く
舞
台
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。」

と
い
う
。
し
か
し
一
九
三
六
年
十
月
に
楊
小
楼
と
梅
蘭
芳
と
が
演
じ
た
も
の
を
見
て
い
る
の
で
、「
や
は
り
師
匠
と
弟
子
の
ち
が
い
が
あ
る

こ
と
を
、
し
み
じ
み
と
思
っ
た
」
と
も
評
す
る
。
当
時
の
北
京
の
劇
壇
で
、
最
も
芳
し
く
時
分
の
花
を
薫
ら
せ
て
い
た
女
優
と
言
え
る
。

「
陸
素
娟
の
こ
と
」
に
は
、
友
人
が
偶
然
に
も
陸
の
住
居
の
大
家
で
あ
っ
た
関
係
で
、
Ｙ
医
師
、
Ｎ
君
と
共
に
居
宅
を
訪
問
し
た
際
の
印

象
が
語
ら
れ
る
。
ア
ル
ト
の
声
、
舞
台
よ
り
大
柄
に
見
え
、
生
気
に
溢
れ
た
愛
嬌
の
あ
る
素
顔
に
触
れ
、
こ
こ
ち
よ
い
会
話
を
し
、
光
陸

電
影
院
（
映
画
館
で
あ
る
が
京
劇
の
上
演
も
行
う
劇
場
）
で
主
演
す
る
『
宇
宙
鋒
』
の
観
劇
に
招
待
さ
れ
る
。
二
度
目
の
訪
問
で
「
僕
は

陸
女
士
に
是
非
と
も
女
起
解
を
、
ま
た
Ｎ
君
は
水
漫
金
山
寺
を
上
演
し
て
ほ
し
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
注
文
を
し
て
み
た
」
と
こ
ろ
、

翌
年
二
月
に
果
た
し
て
吉
祥
戯
院
で
『
女
起
解
』
と
『
金
山
寺
』
を
上
演
し
た
。
立
派
な
演
技
だ
っ
た
が
、「
そ
れ
に
も
ま
し
て
前
諾
を
重

ん
じ
て
く
れ
た
彼
女
の
誠
意
が
一
層
嬉
し
か
つ
た
」
と
言
う
。
居
宅
の
院
子
の
花
、
香
り
、
客
間
の
調
度
や
日
射
し
の
描
写
と
と
も
に
、
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陸
の
す
が
た
と
人
柄
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。
こ
の
二
回
の
観
劇
の
戯
単
は
両
方
と
も
残
さ
れ
て
い
る
（
図
十
四
、
図
十

五
）。
他
の
役
者
と
違
い
、
陸
が
随
筆
の
題
材
と
な
り
作
品
に
描
か
れ
る
理
由
と
は
、
前
述
の
随
筆
の
最
後
に
「
そ
の
住
め
る
美
し
い
北
京

と
と
も
に
健
在
な
れ
。」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
人
柄
も
合
わ
せ
て
北
京
の
街
と
一
体
化
し
た
よ
う
な
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。

陸
素
娟
の
登
場
す
る
随
筆
は
こ
の
ほ
か
二
編
あ
る
。
一
九
四
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
奥
野
の
第
二
の
著
作
、『
北
京
襍
記
』
巻
末
に
書
き
加

え
ら
れ
て
い
る
『
そ
の
後
の
こ
と
』
に
は
、
北
京
の
変
化
と
と
も
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
陸
素
娟
の
死
が
告
げ
ら
れ
る
。『
北
京
襍
記
』
は
第
二

作
と
は
言
う
も
の
の
、
収
録
さ
れ
て
い
る
文
章
は
前
作
『
随
筆
北
京
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
て
、「
殷
汝
耕
と
語
る
」
が
抜
け
て
巻
末
に

「
そ
の
後
の
こ
と
」
が
加
わ
る
と
い
う
差
し
替
え
が
あ
る
ほ
か
は
、
前
後
の
順
が
多
少
変
わ
っ
て
い
る
の
み
で
、
目
次
を
見
る
だ
け
で
は
代

わ
り
映
え
は
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
開
巻
冒
頭
の
序
文
は
円
明
園
の
廃
墟
か
ら
書
き
出
さ
れ
る
。「
ア
ン
リ
イ
・
ド
・
レ
ニ
エ
の
ヴ
エ
ニ
ス

紀
行
は
…
」
か
ら
は
じ
ま
る
『
随
筆
北
京
』
と
は
全
く
趣
が
異
な
り
、
時
の
変
遷
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

 
 

 

ま
づ
第
一
に
、
陸
素
娟
が
死
ん
だ
。
わ
た
く
し
が
「
美
し
き
北
京
と
と
も
に
健
や
か
な
れ
」
と
祈
つ
て
や
ま
な
か
つ
た
女
伶
界
の
第

一
人
者
で
あ
つ
た
彼
女
は
、
そ
の
後
南
方
に
去
つ
た
と
聞
い
た
が
、
つ
ひ
に
北
歸
す
る
こ
と
な
く
し
て
病
に
斃
れ
た
の
で
あ
る
。
新
々

戯
院
に
於
て
、
近
代
の
名
優
楊
小
樓
の
相
手
役
と
し
て
「
覇
王
別
姫
」
を
演
じ
て
ゐ
た
頃
が
、
恐
ら
く
陸
素
娟
と
し
て
は
至
幸
の
日
々

で
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
南
池
子
葡
萄
園
の
故
宅
に
も
今
や
そ
の
姸
影
は
な
く
、
あ
の
秋
の
日
の
閑
庭
に
清
ら
か
に
咲
き
匂

つ
て
ゐ
た
菊
の
鉢
も
、
跡
形
な
く
消
え
失
せ
て
、
世
人
の
記
憶
か
ら
漸
く
陸
素
娟
の
名
も
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。

そ
の
後
に
縷
々
と
述
べ
ら
れ
る
変
貌
の
数
々
の
、
ま
ず
筆
頭
が
陸
の
死
で
あ
る
。
こ
の
悲
嘆
に
続
け
て
、
北
京
の
京
劇
が
凋
落
し
上
海

に
中
心
が
移
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
寂
寥
と
、
更
に
は
華
楽
戯
院
の
火
災
で
上
述
の
富
連
成
科
班
が
道
具
衣
装
を
消
失
す
る
事
件
と
、
戯
曲

学
校
の
閉
鎖
と
が
畳
み
か
け
る
よ
う
に
告
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
打
撃
の
中
に
た
だ
身
を
任
せ
て
止
ま
っ
て
は
い
な
い
。
他
に
活
躍
す

る
科
班
が
出
て
い
て
、
芝
居
の
代
金
が
高
騰
し
て
も
劇
場
は
満
員
で
あ
る
、
等
が
語
ら
れ
、
新
た
に
人
気
の
餃
子
屋
を
発
見
し
た
り
、
旧

知
の
誰
彼
を
訪
ね
て
み
た
り
し
、
変
化
の
中
に
悲
し
み
で
は
な
い
も
の
を
次
々
に
見
い
だ
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
北
京
は
変
貌
す
る
内
か
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ら
新
し
い
北
京
を
成
長
さ
せ
て
、
そ
の
中
に
古
い
北
京
の
伝
統
を
顕
然
と
保
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
故
都
芳
艸
」
と
い
う
語
に
象
徴
さ
せ
、

古
い
根
か
ら
茎
を
、
花
を
生
じ
る
す
が
た
は
新
し
く
、
こ
こ
ろ
は
古
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
結
ぶ
。

更
に
も
う
一
編
は
、
一
九
四
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
三
作
目
『
日
時
計
の
あ
る
風
景
』
の
「
二
妙
堂
珈
琲
館
」
で
あ
る
。
書
い
て
い
る

「
い
ま
」
は
冬
の
東
京
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
思
い
は
大
柵
欄
の
二
妙
堂
と
い
う
古
い
カ
フ
ェ
に
あ
り
、
裏
通
り
、
珈
琲
の
湯
気
、
花
の
匂

い
、
青
空
、
階
下
の
雑
踏
や
芝
居
の
音
、
風
、
窓
べ
り
の
日
だ
ま
り
、
這
い
回
る
蝿
、
居
眠
を
す
る
二
階
番
の
小
僧
、
と
い
っ
た
映
像
的
、

感
覚
的
な
光
景
の
描
写
の
中
に
、
か
つ
て
の
春
に
こ
こ
で
見
か
け
た
新
艶
秋
、
夏
に
聞
い
た
陸
素
娟
の
上
海
で
の
死
、
こ
こ
で
読
ん
だ
小

説
、
か
つ
て
の
彼
女
た
ち
の
華
や
か
な
舞
台
、
陸
の
自
宅
中
庭
の
や
さ
し
い
母
親
姿
、
い
ま
の
女
優
た
ち
が
活
躍
す
る
京
劇
の
こ
と
、
と

い
う
様
々
な
事
象
の
回
想
と
思
い
と
時
間
と
が
混
沌
と
混
じ
り
合
い
、
揺
蕩
っ
て
い
く
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。
読
む
も
の
も
、
今
い
る
所

を
忘
れ
、
前
門
の
二
階
の
珈
琲
の
香
り
漂
う
空
間
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。「
二
妙
堂
へ
の
回
想
は
、
遥
か
な
る
北
京
に
寄
せ
る
思
慕
の
情
そ

の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」
と
結
ば
れ
る
が
、
こ
の
思
慕
の
中
心
に
い
る
の
は
亡
く
な
っ
た
陸
、
舞
台
を
去
っ
た
新
で
あ
り
、

あ
の
二
妙
堂
の
空
間
で
、
消
え
ゆ
く
、
移
り
変
わ
り
行
く
も
の
へ
の
哀
愁
に
浸
り
た
い
と
の
切
な
さ
で
あ
る
。
悲
し
み
を
に
じ
ま
せ
て
は

い
る
が
、
陸
や
新
の
後
の
京
劇
女
優
た
ち
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
京
劇
界
の
様
相
に
対
し
、「
こ
れ
も
よ
し
、
そ
れ
も
よ
し
」、
咲
く
の

も
散
る
の
も
慌
た
だ
し
い
女
優
の
人
気
も
「
ほ
ん
の
束
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
京
劇
そ
の
も
の
の
大
勢
と
は
そ
れ
ほ
ど
関
り
の

あ
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
事
象
か
ら
大
き
な
所
に
視
点
を
移
し
て
い
く
。
そ
し
て
北
京
そ
の
も
の
へ

の
思
い
に
つ
な
げ
る
。

ま
だ
二
十
代
の
陸
素
娟
の
突
然
の
訃
報
は
、
間
違
い
な
く
強
い
打
撃
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
感
傷
に
流
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、

必
死
の
理
性
の
働
き
で
あ
ろ
う
か
、
視
線
を
外
へ
、
街
へ
、
広
げ
て
ゆ
き
、
な
る
べ
く
大
き
な
見
地
か
ら
そ
の
感
傷
を
落
ち
着
か
せ
よ
う

と
す
る
。
こ
れ
は
奥
野
自
身
が
本
来
持
ち
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
変
動
す
る
北
京
の
街
に
身
を
置
い
て
、
中
へ
中

へ
と
踏
み
入
っ
て
中
国
に
浸
っ
て
身
に
つ
け
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
陸
は
も
は
や
存
在
し
な
い
、「
没
法
子
」、
で
も
京
劇
は
相
も

変
わ
ら
ず
存
在
す
る
の
だ
、
と
。
だ
が
、「
没
法
子
」
で
も
抑
え
き
れ
ぬ
感
情
が
、
二
妙
堂
へ
、
北
京
へ
と
駆
り
立
て
る
の
だ
ろ
う
。

図
十
四
は
陸
に
招
待
さ
れ
た
一
九
三
七
年
十
一
月
の
光
陸
電
影
院
の
戯
単
で
あ
る
。
四
つ
の
演
目
の
最
後
が
『
宇
宙
鋒
』
で
、
場
面
、

筋
の
解
説
の
詳
細
が
左
に
書
か
れ
て
い
る
。
図
十
五
は
翌
年
二
月
十
一
日
の
吉
祥
大
戯
院
で
、
陸
は
三
番
目
の
『
女
起
解
』
と
最
後
の
『
金

（
73
）
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山
寺
』
の
二
つ
に
出
演
し
て
い
る
。

五
、
結
び

以
上
、
奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
を
紹
介
し
、
特
徴
的
な
戯
単
と
そ
の
観
劇
に
関
わ
る
文
章
を
読
ん
で
き
た
。
両
者
を
結
び
つ
け
て
改
め

図
十
四　

一
九
三
七
年
十
一
月
二
十
日　

光
陸
電
影
院

　
　
　
　
『
宇
宙
鋒
』

図
十
五　

吉
祥
大
戯
院　

一
九
三
八
年
二
月
十
一
日
夜

　
　
　
　
『
女
起
解
』『
金
山
寺
』
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て
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
奥
野
信
太
郎
と
京
劇
の
関
わ
り
の
輪
郭
が
ほ
の
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奥
野
旧
蔵
戯
単
は
ま
だ
不
明

点
も
多
く
、
今
後
更
に
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
の
観
劇
の
回
数
よ
り
戯
単
の
枚
数
が
少
な
く
、
す
べ
て
の
観
劇
の
戯
単
を
残
し
て
は

い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
奥
野
ら
し
さ
の
表
れ
と
も
言
え
よ
う
。
芝
居
を
見
る
こ
と
そ
の
も
の
を
大
事
に
し
、
そ
れ
を
楽
し
み
そ
こ
に
生

き
る
人
々
の
姿
や
人
情
を
共
有
す
る
、
そ
の
中
で
得
た
も
の
を
己
の
感
覚
や
知
見
に
取
り
込
み
、
思
索
し
自
在
に
文
章
に
表
す
、
そ
れ
が

奥
野
の
観
劇
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

膨
大
な
奥
野
の
作
品
の
す
べ
て
に
は
目
が
行
き
届
か
ず
、
本
稿
で
は
主
に
京
劇
の
担
い
手
で
あ
る
富
連
成
科
班
や
役
者
に
つ
い
て
書
か

れ
た
文
章
を
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
ほ
か
に
も
芳
賀
日
出
男
氏
、
故
・
仁
井
田
陞
博
士
と
の
中
国
演
劇
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
も
丹
念
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
奥
野
の
学
生
で
あ
っ
た
芳
賀
日
出
男
は
、「
十
年
間
に
わ
た
る
北
京
で
の
実
地

調
査
で
「
明
清
演
劇
論
」
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
奥
野
自
身
も
「
能

楽
と
中
国
演
劇
」
に
、
両
者
の
芸
能
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
「
現
在
ま
で
に
関
係
づ
け
る
資
料
を
ま
と
め
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
ぼ
く
の
執
着
は
き
わ
め
て
強
い
。」
と
書
い
て
お
り
、
日
中
に
も
ま
た
が
る
演
劇
史
、
演
劇
論
を
構
想
さ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
演
劇
史
の
長
さ
か
ら
見
れ
ば
京
劇
の
歴
史
は
微
々
た
る
も
の
だ
が
、
物
語
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
音

楽
を
伴
う
、
役
者
が
歌
う
、
立
ち
回
り
や
舞
踊
な
ど
の
総
合
芸
術
で
あ
る
、
象
徴
的
な
演
技
様
式
を
持
つ
、
な
ど
形
式
の
上
か
ら
も
そ
の

脈
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
の
京
劇
を
今
の
も
の
と
し
て
見
つ
つ
も
、
そ
の
中
に
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
生
き
て
い
る
も
の
を
も

見
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
芳
賀
日
出
男
氏
は
更
に
「
折
口
学
と
奥
野
信
太
郎
」
の
中
で
、「
奥
野
が
北
京
に
暮
ら
し
て
熱
中
し
た

の
は
中
国
の
芝
居
で
あ
る
。
三
国
志
、
水
滸
伝
、
西
遊
記
、
金
瓶
梅
と
い
わ
れ
る
中
国
の
四
大
奇
書
が
こ
と
ご
と
く
芝
居
に
な
っ
て
演
じ

ら
れ
る
。
言
葉
を
覚
え
、
古
典
文
学
を
知
り
、
中
国
の
人
情
に
ふ
れ
、
芸
能
の
世
界
に
浸
れ
る
。
奥
野
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
の
留
学
の
楽

し
み
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
る
。
奥
野
は
北
京
で
、
心
を
奪
わ
れ
る
事
象
や
人
々
の
中
に
歩
み
入
り
、
味
わ
い
、
観
察
し
、
思

索
し
、
深
い
愛
着
を
抱
い
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
時
代
の
急
速
な
移
り
変
わ
り
の
中
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
ゆ
く
こ
と
へ
の
危
惧
や

哀
愁
を
感
じ
る
。
し
か
し
北
京
と
い
う
故
都
は
、
ゆ
る
ぎ
な
く
深
く
豊
か
な
根
を
張
っ
て
い
る
こ
と
を
事
あ
る
ご
と
に
奥
野
に
感
じ
さ
せ
、

荒
廃
に
落
胆
せ
ん
と
す
る
側
か
ら
、
萌
え
出
で
る
新
た
な
も
の
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
京
劇
は
そ
の
有
り
様
も
含
め
、
眼
前
で
、
故
都
の

古
き
こ
こ
ろ
を
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
伝
え
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
74
）

（
75
）

（
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）
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付
記
：「
陸
素
娟
の
こ
と
」「
二
妙
堂
珈
琲
館
」
に
中
耳
炎
を
患
っ
た
陸
素
娟
の
娘
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
父
姓
を
継
い
で
王
志
怡
と

い
う
。
一
九
三
六
年
生
ま
れ
、
い
ま
も
ご
健
在
で
あ
る
。
貝
満
女
子
中
学
に
学
び
、
家
族
に
反
対
さ
れ
た
が
、
梅
蘭
芳
に
弟
子
入
り
し
て

梅
派
を
継
承
す
る
京
劇
女
優
と
な
っ
た
。
筆
者
は
一
九
九
〇
年
代
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
奥
野
戯
単
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、

は
じ
め
て
陸
素
娟
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
昨
年
、
文
中
の
娘
と
は
王
女
士
で
あ
る
か
、
ま
た
日
本
人
の
訪
問
を
覚
え
て
い
る
か
を

微
信
で
お
尋
ね
し
た
。「
覚
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
返
答
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
続
け
て
「
で
も
、
子
ど
も
が
出
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

は
私
で
す
。
母
に
は
私
し
か
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
の
で
」
と
語
ら
れ
た
。
最
後
に
記
し
て
お
く
。

注

（
1
） 

「
支
那
劇
の
話
」『
話
』、
話
社
、
一
九
三
九
年
七
月
（『
寝
そ
べ
り
の
記
』
論
創
社
一
九
八
四
年
六
月p.221-232 

所
収
）。

（
2
） 

二
〇
一
六－

二
〇
二
一
年
度
科
研
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
代
表
者
中
里
見
敬
「
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
・
レ
コ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
保
存

法
の
改
善
」

（
3
） 

二
〇
一
七
年
に
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
戯
単
に
つ
い
て
の
公
募
研
究
に
研
究
分
担
者
と
し
て
加
わ
り
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

二
〇
一
七
年
度
公
募
研
究
課
題
四
「
中
華
民
国
期
の
伝
統
演
劇
資
料
か
ら
見
る
劇
場
と
劇
種
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
、
研
究
代
表
者
・
鈴

木
直
子
は
主
に
天
津
遊
芸
場
の
戯
単
に
つ
い
て
、
研
究
分
担
者
・
波
多
野
眞
矢
は
主
に
京
劇
の
戯
単
に
つ
い
て
担
当
）、
演
博
戯
単
の
概
要
も
把

握
し
た
上
で
、
二
〇
一
八
年
に
北
京
大
学
で
「
在
日
本
的
中
国
戯
単
研
究
」
と
題
し
て
日
本
に
現
存
す
る
戯
単
に
つ
い
て
の
概
況
と
分
析
を
発

表
し
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
日
北
京
大
学
芸
術
学
院
に
て
研
究
発
表
の
後
、
三
月
二
十
二
日
『
北
京
晩
報
』p.33-34

に
「
在
日
本
的
中
国

戯
単
研
究
」
寄
稿
）、
そ
の
時
初
め
て
奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
の
画
像
を
対
外
的
に
公
開
し
た 

。
同
年
、
奥
野
旧
蔵
戯
単
の
み
に
つ
い
て
國
學

院
大
学
中
国
文
學
會
大
会
で
発
表
を
行
っ
た
（
二
〇
一
八
年
六
月
十
七
日
國
學
院
大
学
中
國
文
學
會
大
会
「
奥
野
信
太
郎
所
蔵
戯
単
に
つ
い
て
」）。

更
に
二
〇
一
九
年
九
州
大
学
で
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
展
示
会
に
お
い
て
（
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
・

中
国
人
民
大
学
国
学
院
主
催
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戯
単
、
劇
場
と
二
十
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
演
劇
」（
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
七
・
二
十
八

日
）
展
示
会
「
中
国
の
芝
居
番
付
〈
戯
単
〉
―
戦
前
の
日
本
人
学
者
が
見
た
中
国
の
名
優
と
名
舞
台
」（
同
年
八
月
二
十
七
日
〜
三
十
日
））、

奥
野
信
太
郎
旧
蔵
戯
単
の
実
物
の
展
示
及
び
解
説
を
担
当
し
た
（
九
州
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
展
示
会
の
解
説
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_dow

nload_m
d/2348516/p295.pdf

）

（
4
） 

『
随
筆
北
京
』
第
一
書
房
、
一
九
四
〇
年
三
月
、p.183-198 

初
出
。
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（
5
） 

『
中
国
文
学
的
魅
力
（
洋
眼
看
中
国
）』
王
新
民
・
姚
佳
秀
訳
、
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
一
九
年
十
月
（『
奥
野
信
太
郎
随
想
全
集
四 

文
学
み
ち

し
る
べ
』
の
翻
訳
）。

（
6
） 

現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
の
は
以
下
の
通
り
。
①
「
近
代
日
本
留
華
学
生
」
桑
兵
著
、『
近
代
史
研
究
』
一
九
九
九
年
三
号
、
②
「
奥
野
信
太

郎
：
精
神
故
郷
的
面
影
」
王
昇
遠
著
、『
書
城
』
二
〇
一
五
年
六
月
、
③
「
奥
野
信
太
郎
与
周
作
人
」
肖
伊
緋
著
、『
今
晩
報
』（
天
津
）
二
〇
一

七
年
九
月
二
十
六
日
、
④
「
奥
野
信
太
郎
的
中
国
認
識
研
究
―
以
其
中
国
相
関
作
品
為
中
心
」
呂
佳
著
、
天
津
理
工
大
学
二
〇
一
九
年
修
士

論
文
、
⑤
「
奥
野
信
太
郎
的
北
京
」
蘇
枕
書
著
、「
一
覧
扶
桑
」（
笹
川
日
中
友
好
基
金
中
国
公
号
）
二
〇
一
九
年
三
月
九
日http://w

w
w

.sohu.
com

/a/300101036_120054230

、
⑥
「〝
大
国
文
化
的
魅
力
語
言
〟
―
評
奥
野
信
太
郎
視
野
下
的
中
国
古
代
散
文
之
変
遷
」
梁
玥
著
、『
湖

北
社
会
科
学
』
二
〇
一
九
年
十
期
。

（
7
） 

「
京
劇
戯
単
の
変
遷
」
松
浦
恆
雄
、
平
成
十
八
・
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
ｃ
）
課
題
番
号18520273

研
究
成
果
報
告
書

「
新
中
国
建
国
前
後
に
お
け
る
伝
統
劇
の
多
角
的
研
究
」
研
究
代
表
者
松
浦
恆
雄
、p.19-52

。

（
8
） 

但
し
、
演
目
や
配
役
が
当
日
急
遽
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
、
す
べ
て
の
戯
単
が
そ
の
公
演
を
完
全
に
正
し
く
記
載
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
「
記
載
さ
れ
た
内
容
が
本
来
の
上
演
予
定
」
で
あ
り
、
最
も
信
用
に
足
る
資
料
で
あ
る
の
は
疑
い
の
な
い
所
で
あ
る
。
観
劇
者
が
訂

正
を
墨
で
書
き
入
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

（
9
） 

『
旧
京
老
戯
単
：
従
宣
統
民
国
』
杜
広
沛
収
蔵
・
婁
悦
解
題
、
中
国
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
二
月
。
収
蔵
者
の
杜
広
沛
は
北
京
人
民
芸
術

劇
院
で
舞
台
美
術
を
担
当
し
て
い
た
。
舞
台
や
映
画
に
脇
役
で
出
演
も
す
る
芝
居
好
き
で
、
話
劇
や
京
劇
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
六
十
年
以

上
も
戯
単
を
収
集
し
、
亡
く
な
る
前
年
の
二
〇
〇
四
年
に
展
覧
会
を
行
い
、
一
三
四
枚
の
民
国
期
の
京
劇
の
戯
単
の
み
を
出
版
し
た
。
京
劇
研

究
家
の
婁
悦
が
一
枚
ご
と
に
簡
単
な
解
題
を
付
け
て
い
る
。

（
10
） 

『
首
都
図
書
館
蔵
旧
京
戯
報
』
韓
樸
編
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
八
月
。

（
11
） 

『
回
首
当
年
：
中
国
戯
曲
学
院
老
戯
単
：
一
九
五
〇－
二
〇
一
〇
』
杜
長
勝
主
編
、
二
〇
一
〇
年
、
学
苑
出
版
社
。

（
12
） 

『
菊
苑
留
痕
：
首
都
図
書
館
藏
北
京
各
京
劇
院
団
老
戯
単
：
一
九
五
一－

一
九
六
六
』
倪
暁
建
主
編
、
二
〇
一
二
年
、
学
苑
出
版
社
。

（
13
） 

『
梅
蘭
芳
老
戯
単
図
鑑
：
従
戯
単
探
究
梅
蘭
芳
的
舞
台
生
涯
』
谷
曙
光
著
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
学
苑
出
版
社
。

（
14
） 

「
旧
京
戯
報
」http://w

w
w

.bjm
em

.com
.cn/w

eb/guest/operas

（
15
） 

「
梨
園
精
舎
」http://111.198.16.250:8081/H

om
e/Index

（
16
） 

「
学
苑
出
版
社
戯
曲
文
献
整
理
出
版
浅
談
」http://m

.sohu.com
/a/320224873_626227

（
17
） 

『
梅
蘭
芳
演
出
戯
単
集
』
巻
一
〜
三
、
王
文
章
主
編
、
文
化
芸
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
一
月
。

（
18
） 

『
老
戯
単
的
新
発
現
：
清
末
民
国
時
期
上
海
京
劇
演
出
略
考
』
上
海
市
文
化
芸
術
档
案
館
編
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
九
月
。
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（
19
） 

周
明
泰
、
字
は
志
輔
、
北
洋
政
府
総
統
府
秘
書
（
一
九
一
八
）、
内
務
部
参
事
（
一
九
二
四
）
を
務
め
た
の
ち
、
青
島
、
天
津
、
上
海
で
実
業

家
と
な
る
。
京
劇
研
究
家
と
し
て
『
道
咸
以
来
梨
園
系
年
小
録
』『
五
十
年
来
北
平
戯
劇
史
材
』『
幾
礼
居
随
筆
』
等
の
著
書
が
あ
る
。
一
九
四

九
年
に
香
港
に
移
居
し
、
ア
メ
リ
カ
で
逝
去
。

（
20
） 

二
〇
一
九
年
三
月
に
上
海
市
図
書
館
を
訪
問
し
た
折
、
出
版
準
備
中
で
あ
る
と
の
理
由
で
閲
覧
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

（
21
） 
『
中
国
劇
』
辻
聴
花
著
、
順
天
時
報
社
、
一
九
二
〇
年
、p.244

。

（
22
） 
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、p.26

。

（
23
） 

『
支
那
芝
居
の
話
』
一
九
三
八
年
、
弘
文
堂
書
房
、p.170-171

。

（
24
） 

武
生
俳
優
の
楊
小
楼
が
上
海
の
新
舞
台
の
影
響
を
受
け
、
一
九
一
四
年
に
建
立
し
た
北
京
初
の
新
式
劇
場
。

（
25
） 

梅
蘭
芳
、
余
叔
岩
、
齊
如
山
、
傅
惜
華
、
張
伯
駒
ら
に
よ
り
一
九
三
一
年
に
設
立
さ
れ
た
北
平
國
劇
學
會
の
陳
列
館
と
思
わ
れ
る
。

（
26
） 

上
述
の
辻
聴
花
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
よ
り
中
国
に
在
住
し
、
戯
単
数
百
枚
を
所
蔵
し
て
い
た
。
こ
れ
が
現
存
し
て
い
れ
ば
最
も

早
く
最
も
多
量
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
一
年
に
北
京
に
て
逝
去
し
、
遺
品
の
行
方
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

（
27
） 

青
木
正
児
旧
蔵
戯
単
に
つ
い
て
は
、「
七
枚
の
戯
単
」
赤
松
紀
彦
著
、『
吉
田
富
夫
先
生
退
休
記
念
中
國
學
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年

三
月
、
及
び
「
青
木
文
庫
蔵
戯
単
目
録
」
中
塚
亮
著
、『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
二
〇
、
二
〇
〇
八
年
。

（
28
） 

濱
一
衛
旧
蔵
戯
単
に
つ
い
て
は
、「
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
編
年
目
録
」
中
里
見
敬
『
中
国
文
学
論
集
』
三
十
七
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二

〇
〇
八
年
及
び
「
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
南
潯
戯
単
の
由
来
に
つ
い
て
」
中
里
見
敬
『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
年
報
』
二
〇
一
三
年

を
参
照
。

（
29
） 

注
3
参
照
。
鈴
木
直
子
「
演
劇
博
物
館
の
戯
単
資
料
と
天
津
の
遊
芸
場
」『
演
劇
研
究
』N

o.42

、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
一
九
年

三
月
、p.21-36

に
詳
細
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
30
） 

折
り
目
が
な
い
も
の
が
多
い
が
、
二
つ
折
り
に
な
っ
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
留
学
時
期
で
は
な
い
年
代
の
も
の
も
あ
り
、
他
者
か
ら

の
譲
渡
や
購
入
な
ど
来
歴
が
異
な
る
戯
単
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
北
平
的
中
国
戯
』
の
目
次
の
後
に
折
り
込
み
で
貼
ら
れ

た
第
一
舞
台
の
一
九
三
六
年
十
月
五
日
梅
蘭
芳
『
生
死
恨
』
の
戯
単
は
濱
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
共
著
者
の
中
丸
均
卿
の
も
の
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
。

（
31
） 

『
北
平
的
中
國
戲
』
濱
一
衛
・
中
丸
均
卿
共
著
、
秋
豊
園
、
一
九
三
六
年
、p.54

。『
支
那
芝
居
の
話
』
濱
一
衛
著
、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八

年
、p.170

。

（
32
） 

『
五
十
年
來
北
平
戲
劇
史
材
』
周
明
泰
著
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
、
第
一
巻
巻
頭
。

（
33
） 

中
国
人
民
大
学
谷
曙
光
氏
よ
り
活
動
年
代
を
調
べ
て
み
る
べ
き
と
の
提
言
を
頂
い
た
。
ご
教
示
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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（
34
） 

『
北
京
に
お
け
る
近
代
伝
統
演
劇
の
曙
光
』
第
八
章
「
晩
清
北
京
の
梆
子
劇
と
そ
の
役
者
」
創
文
社
、
二
〇
一
二
年
、p.213

。
そ
の
ほ
か
、『
京

戲
近
百
年
瑣
記
』（
周
明
泰
著
、
香
港
商
務
印
書
館
、
一
九
三
二
年
、p.70

）
に
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
年
）
七
月
に
公
演
を
行
な
っ
て
い
る

と
い
う
記
載
も
あ
る
。

（
35
） 
『
中
国
京
劇
百
科
全
書
』
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、p.794

。

（
36
） 
『
中
国
戯
曲
志
・
北
京
巻
』
下
巻
、
中
国
戯
曲
志
編
輯
委
員
会
、
中
国
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
出
版
中
心
、p.819

。

（
37
） 

同
行
者
と
共
に
観
劇
し
た
と
思
わ
れ
る
同
一
戯
単
の
重
複
が
六
例
あ
る
が
、
十
二
枚
で
は
な
く
六
枚
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
総
枚
数
で
言

え
ば
七
十
三
枚
と
な
る
。

（
38
） 

『
北
京
留
学
』
讀
賣
新
聞
社
、
一
九
五
二
年
、p.1

ま
え
が
き
。

（
39
） 

『
奥
野
信
太
郎 
回
想
集
』
巻
末
の
年
譜
の
記
載
に
よ
る
。
編
集
代
表
戸
板
康
二
、
一
九
七
一
年
、
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、p.409-434

。

（
40
） 

『
支
那
芝
居
の
話
』
濱
一
衛
著
、
弘
文
堂
書
店
、
一
九
四
四
年
、p.116

。

（
41
） 

「
京
劇
の
発
展
と
梅
蘭
芳
」『
世
界
』
一
九
五
六
年
八
月
号
、
岩
波
書
店
、p.241

。

（
42
） 

「
三
国
志
演
義
回
顧
」『
吉
川
英
治
全
集
月
報
1
』
一
九
六
六
年
八
月
、p.3

。

（
43
） 

『
奥
野
信
太
郎　

回
想
集
』p.409-434
。

（
44
） 

『
演
劇
論
』（
全
五
巻
）
第
二
巻
「
支
那
演
劇
思
潮
」
河
出
書
房
、
一
九
四
二
年
、p.409-434

。「
中
国
演
劇
の
諸
問
題
」
と
改
題
さ
れ
『
藝
文

お
り
お
り
草
』
等
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
45
） 

岡
晴
夫
は
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
自
信
作
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
奥
野
自
身
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
「
あ
れ
は
ど
う
も
失
敗
だ
っ
た
ね
。」

と
も
ら
し
た
こ
と
を
記
し
、
真
正
面
か
ら
論
じ
て
い
る
点
が
奥
野
に
し
て
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
（『
奥
野
信
太
郎 

回
想
集
』「
小
手
取
り

の
達
人
奥
野
先
生
」p.89-90

）。
こ
の
ほ
か
、
中
国
演
劇
概
説
と
し
て
略
述
し
た
『
演
劇
講
座　

第
二
巻　

演
劇
の
伝
統
』「
十
四　

東
洋
の
演

劇
―
中
国
・
イ
ン
ド
―
」（
戸
板
康
二
編
、
河
出
書
房
、
一
九
五
一
年
、p.212-223

）
や
、『
現
代
演
劇
講
座　

第
五
巻　

世
界
の
演
劇
Ⅱ
』

「
中
国
の
劇
場
・
演
出
・
俳
優
」（
山
田
肇
・
杉
山
誠
編
、
三
笠
書
房
、
一
九
五
九
年
、p.255-267

）
も
著
し
て
い
る
。

（
46
） 

『
中
国
戯
班
史
』
張
発
穎
著
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、p.380-396

。

（
47
） 

『
随
筆
北
京
』
第
一
書
房
、
一
九
四
〇
年
、p.116-124

。

（
48
） 

「
中
国
劇
の
今
昔
」『
世
界
』
第
一
〇
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
一
月
、p.186

。
こ
の
文
章
で
は
一
九
五
四
年
の
視
察
に
基
づ
き
、
新

中
国
で
の
変
革
に
よ
る
京
劇
の
変
化
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
49
） 

『
日
時
計
の
あ
る
風
景
』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
四
七
年
、p.19-25

。

（
50
） 

『
随
筆
北
京
』
第
一
書
房
、
一
九
四
〇
年
、p.98-115

。
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（
51
） 

『
品
梅
記
』
彙
文
堂
、
一
九
一
九
年
九
月
。

（
52
） 

「
青
衣
の
俳
優
・
梅
蘭
芳　

来
日
す
る
「
京
劇
」
の
見
方
」『
週
刊
朝
日
』、
一
九
五
六
年
六
月
三
日
、p.60-61

。

（
53
） 

『
梅
蘭
芳
芸
術
年
譜
』
謝
思
進
、
孫
利
華
編
著
、
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、p.212-214

。

（
54
） 

「
梅
蘭
芳
の
こ
と
」『
ニ
ュ
ー
エ
ポ
ッ
ク
』
五
月
号
（N

o.2

）、
東
西
出
版
社
、
一
九
四
九
年
五
月
、p.46-47

。

（
55
） 
「
項
羽
と
劉
邦
」
松
竹
歌
舞
伎
新
劇
合
同
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
、p.12-14

。
一
九
六
一
年
九
月
四
日－

二
十
六
日
、
産
経
ホ
ー
ル
。

（
56
） 
梅
蘭
芳
は
一
九
三
七
年
年
頭
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
南
京
で
公
演
し
、
そ
の
後
長
沙
か
ら
漢
口
を
巡
演
し
て
五
月
に
拠
点
の
上
海
に
戻
っ
て
お

り
、
北
京
で
長
期
公
演
を
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

（
57
） 

「
京
劇
雑
感
」『
三
田
文
学
』
一
九
五
七
年
一
月
号
、p.3-6

。

（
58
） 

一
九
四
九
年
十
一
月
三
日
に
天
津
進
歩
日
報
記
者
に
よ
る
京
劇
改
革
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
移
歩
不
換
形
―
梅
蘭
芳
談
旧
劇
改

革
」
が
発
表
さ
れ
、
中
央
宣
伝
部
に
問
題
視
さ
れ
た
。
急
遽
天
津
市
文
化
局
長
阿
英
ら
に
よ
っ
て
旧
劇
改
革
座
談
会
が
開
か
れ
、
梅
蘭
芳
は
「
阿

英
や
田
漢
、
阿
甲
、
馬
少
波
ら
と
考
え
た
結
果
、
内
容
と
形
式
は
不
可
分
で
あ
り
、「
移
歩
必
然
換
形
」
と
学
習
し
た
」
と
発
言
し
、
そ
の
模
様

が
十
一
月
三
十
日
の
『
進
歩
日
報
』「
向
旧
劇
改
革
前
途
邁
進
―
記
梅
蘭
芳
離
津
前
夕
市
戯
曲
工
作
者
協
会
邀
集
的
旧
劇
座
談
会
」
と
し
て
発

表
さ
れ
た
。

（
59
） 

拙
稿
「
呉
祖
光
と
京
劇
」（『
演
劇
映
像
学
』
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
紀
要
二
〇
一
〇
第
二
集
、
二
〇
一
一
年
、p.45-65

）
に
て
「
三

座
山
」
と
い
う
新
作
劇
の
舞
台
背
景
に
関
す
る
議
論
及
び
呉
祖
光
（
一
九
一
七－

二
〇
〇
三
）
の
主
張
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

（
60
） 

「
馬
連
良
の
訃
」『
こ
ん
に
ゃ
く
横
丁
』
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
、p.132

。

（
61
） 

「
能
の
字
幕
」『
こ
ん
に
ゃ
く
横
丁
』
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
、p.242-244

。

（
62
） 

「
念
小
翠
花
」『
黄
裳
文
集
』
第
二
巻
劇
論
編
、
黄
裳
著
、
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、p.142-143

。

（
63
） 

『
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
八
月
、p.240-242
。

（
64
） 

注
１
参
照
。

（
65
） 

中
丸
均
卿
。
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
史
学
科
卒
業
、
商
工
部
教
員
の
の
ち
昭
和
十
九
年
四
月
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
員

と
な
る
。（『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』p.147

、148

）
奥
野
の
留
学
以
前
は
濱
一
衛
と
共
に
観
劇
し
て
共
著
『
北
平
的
中
國
戲
』（
注
31
）
を
上
梓

し
て
い
る
。

（
66
） 

『
奥
野
信
太
郎　

回
想
集
』p.220

。

（
67
） 

拙
稿
「
小
翠
花
・
張
伯
駒
と
『
馬
思
遠
』
事
件
」
國
學
院
雑
誌
第
一
〇
六
巻
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
、p.342-354

。

（
68
） 

東
宝
創
立
三
十
五
周
年
記
念
公
演
『
三
国
志
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、p.33-34

。
松
本
幸
四
郎
、
岡
田
茉
莉
子
、
市
川
染
五
郎
、
三
國
連
太
郎
、
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緒
形
拳
ら
が
出
演
し
て
い
る
。

（
69
） 

「
雪
艶
琴
与
陸
素
娟
」（『
菊
壇
旧
聞
録
』
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、p.85-98

）
に
雪
艶
琴
と
並
べ
て
詳
述
さ
れ
る
。

（
70
） 

注
55
参
照
。

（
71
） 
「
陸
素
娟
の
こ
と
」『
三
田
文
学
』
一
九
三
八
年
八
月
、p.28-31

。『
随
筆
北
京
』
第
一
書
房
、
一
九
四
〇
年
、p.154-159

。

（
72
） 
「
そ
の
後
の
こ
と
」『
北
京
襍
記
』
二
見
書
房
、
一
九
四
四
年
、p.277-288

。

（
73
） 

「
二
妙
堂
珈
琲
館
」『
日
時
計
の
あ
る
風
景
』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
四
七
年
七
月
、p.11-18

。

（
74
） 

「「
随
筆
北
京
」
の
著
者
」『
奥
野
信
太
郎 

回
想
集
』p.245

。

（
75
） 

「
慶
應
義
塾
百
年
祭
記
念
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
一
九
五
八
年
十
一
月
（『
中
庭
の
食
事
』
論
創
社
、
一
九
八
二
年
、p.380

所
収
）。

（
76
） 

「
折
口
学
と
奥
野
信
太
郎
」
芳
賀
日
出
男
写
真
・
文
『
折
口
信
夫
と
古
代
を
旅
ゆ
く
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、p.124-126

。
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西暦年 月日 曜日 陰暦年月日 昼・夜 都市 劇種 劇場名 上演団体 主要な俳優・演目 記念公演など 右上のナンバー
1914（民3） 10月11日 礼拝日 甲寅8月12日 北京 京劇 天楽茶園 翊文社 梅蘭芳・郝寿臣・王惠芳「二本孽海波瀾」 弐百五十一号
1914（民3） 10月31日 礼拝六 9月13日 白天 北京 秦腔 中和茶園 維徳社 金玉蘭・名月珍「胡蝶夢大劈棺」 弐百五十二号

1914（民3） 11月14日 礼拝六 9月27日 昼・夜 北京 昼：梆子
夜：京劇 第一舞台 昼：崔霊芝「春秋配」郭寶臣「鞭打蘆花」李連仲「四杰村」

夜：楊小楼「晉陽宮」王鳳卿「四郎探母」 ？百六十九号

1916（民5） 1月20日 礼拝四 乙卯12月16日 夜 北京 京劇 文明茶園 雙慶社 兪振庭・梅蘭芳・路三寳・姚玉芙「鄧霞姑」王鳳卿・李連
仲「戦長沙」朱桂芳・兪賛庭・黄潤甫「悪虎村」 弐百七十三号

1918（民7） 1月15、16日 星期三、四 12月3.4日 夜 北京 京劇 青年会 王瑶卿「得意縁」・紅豆館主「九龍山」・言菊朋「托兆碰碑」戯劇研究社成立大会 ？百七十八号
1918（民7） 1月29日 星期二 丁巳12月17日 夜 北京 秦腔 中和茶園 維徳社 王金奎・李鳳雲・李桂芬・杜雲峯「戦猇亭火焼連営」 弐百四十六号
1918（民7） 3月31日 2月17日 北京 京劇 丹桂園 春慶社 譚小培・時玉奎・王長林「奇冤報」 ？？十九号

1919（民8） 7月5日 星期六 晩7鐘 北京 京劇 江西会館 黄学集錦会 陳去病「浣沙計」李頑石・清化隠者「失街亭・斬馬謖」 本會全体會員演唱彩
配夜戯 ？百七十号

1919（民8） 9月5日 7月12日 夜 北京 京劇 新明大戯院 喜群社 王鴻卿・朱素雲「黄鶴楼」龔雲甫「天齊廟」梅蘭芳・余叔
岩「打漁殺家」 ？？十七号

1919（民8） 9月30日 星期二 8月初7日 夜 北京 京劇 第一舞台 梅蘭芳「遊園驚夢」老郷親「逍遥津」 ？百〇二号
1919（民8） 10月10日 8月17日 夜 北京 京劇 吉祥茶園 陳徳霖「彩楼」老郷親「托兆碰碑」 ？百◯四号

1919（民8） 6 ？月7日？ 5 ？月初十日 北京 京劇 三慶園 雲華社 瑞德寶・范寶亭・劉鶴亭「百涼樓」譚小培・尚小雲「戦蒲
関」 ？？？十四号

1920（民9） 2月13日 星期五 12月24日 夜 北京 京劇 第一舞台

小翠花「探親家」余玉琴「能仁寺」榮蝶仙「馬上緣」王又
宸・程艷秋「桑園寄子」王鳳卿朱素雲「群英會」陳德霖羅
福山「孝義節」楊小樓・余叔岩「陽平関」劉鴻昇「普天樂」
梅蘭芳「天女散花」俞振庭「青石洞　轉台」

？百◯八号

1921（民10）10月2日 9月初2日 夜 北京 漢戯 第一舞台 余洪元「白帝托孤」筱翠喜・大和尚「大合銀牌」黃雙喜・
錢文奎「臨江會」李彩雲「宇宙鋒」 湖北賑災義務漢戯 四十八号

1922（民11）10月19日 8月29日 夜 北京 京劇 第一舞台 老十三旦「大劈棺」紅豆館主・銭金福「寗武関」言菊朋・
書子元「碰碑」 中西音楽会義務夜戯 弐百六十八号

1937（民26）7月15日 星期四 丁丑6月初8日 昼 北京 京劇 廣和楼 富連成 李世芳・江世玉「牡丹亭」葉盛章・毛世來「龍鳳配」李盛
佐・駱連翔・郭世詒「金錢豹」

1937（民26）8月18日 星期三 昼 北京 京劇 華楽戯院 富連成 黃元慶・毛世來・閻世喜「湘江會」葉盛章「打瓜園」葉世
長・李世芳「新天河配」

1937（民26）9月7日 星期二 昼 北京 京劇 新新大戯院 富連成 毛世來・詹世輔「丑榮歸」李世芳「紅線盜盒」葉盛章・高
盛虹・蘇富恩「三岔口」

1937（民26）9月11日 星期六 昼 北京 京劇 新新大戯院 金少山・周瑞安「連環套」李多奎「吊金龜」
1937（民26）9月13日 星期一 昼 北京 京劇 新新大戯院 戯曲学校 趙徳鈺・趙金蓉「霸王別姬」王金璐・宋德珠「翠屏山」

1937（民26）9月19日 星期日 8月15日 昼 北京 京劇 長安戯院 富連成 毛世來・沙世鑫「坐樓殺惜」李世芳・葉世長「嫦娥奔月」
葉盛章「臥虎溝」

1937（民26）10月24日 星期日 夜 北京 京劇 新新大戯院 孟小冬「擊鼓罵曹」程硯秋・譚富英「硃痕記」陸素娟「撿
柴砸㵎」李萬春「武松打虎」言菊朋「武家坡」 北京冬賑義務夜戲

1937（民26）11月5日 星期五 10月初3日 昼 北京 京劇 吉祥戯院 尚小雲「新混元盒」頭本〜八本

1937（民26）11月20日 星期六 昼 北京 京劇 光陸電影院 和平社 陸素娟「宇宙鋒」楊盛春「林冲夜奔」 特請和平社全体藝員
演唱

1937（民26）11月27日 星期六 昼 北京 京劇 吉祥大戯院 金少山「鍘美案」姜妙香「射㦸」慈瑞全「連陞店」陳少霖
「洪羊洞」

1937（民26）12月31日 星期五 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋「玉堂春」王少樓・侯喜瑞「擊鼓罵曹」王少樓・侯
喜瑞「擊鼓罵曹」俞振飛「岳家莊」

1938（民27）1月7日 星期五 12月初6日 奉天 秦腔 奉天大舞台 明星戯社 筱翠喜・金剛鑽・林曼玉・全班合演「七本金鞭計」「第十三
本梁武帝墓中生太子」

（慶應義塾大学中国文学研究室蔵）
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西暦年 月日 曜日 陰暦年月日 昼・夜 都市 劇種 劇場名 上演団体 主要な俳優・演目 記念公演など 右上のナンバー
1914（民3） 10月11日 礼拝日 甲寅8月12日 北京 京劇 天楽茶園 翊文社 梅蘭芳・郝寿臣・王惠芳「二本孽海波瀾」 弐百五十一号
1914（民3） 10月31日 礼拝六 9月13日 白天 北京 秦腔 中和茶園 維徳社 金玉蘭・名月珍「胡蝶夢大劈棺」 弐百五十二号

1914（民3） 11月14日 礼拝六 9月27日 昼・夜 北京 昼：梆子
夜：京劇 第一舞台 昼：崔霊芝「春秋配」郭寶臣「鞭打蘆花」李連仲「四杰村」

夜：楊小楼「晉陽宮」王鳳卿「四郎探母」 ？百六十九号

1916（民5） 1月20日 礼拝四 乙卯12月16日 夜 北京 京劇 文明茶園 雙慶社 兪振庭・梅蘭芳・路三寳・姚玉芙「鄧霞姑」王鳳卿・李連
仲「戦長沙」朱桂芳・兪賛庭・黄潤甫「悪虎村」 弐百七十三号

1918（民7） 1月15、16日 星期三、四 12月3.4日 夜 北京 京劇 青年会 王瑶卿「得意縁」・紅豆館主「九龍山」・言菊朋「托兆碰碑」戯劇研究社成立大会 ？百七十八号
1918（民7） 1月29日 星期二 丁巳12月17日 夜 北京 秦腔 中和茶園 維徳社 王金奎・李鳳雲・李桂芬・杜雲峯「戦猇亭火焼連営」 弐百四十六号
1918（民7） 3月31日 2月17日 北京 京劇 丹桂園 春慶社 譚小培・時玉奎・王長林「奇冤報」 ？？十九号

1919（民8） 7月5日 星期六 晩7鐘 北京 京劇 江西会館 黄学集錦会 陳去病「浣沙計」李頑石・清化隠者「失街亭・斬馬謖」 本會全体會員演唱彩
配夜戯 ？百七十号

1919（民8） 9月5日 7月12日 夜 北京 京劇 新明大戯院 喜群社 王鴻卿・朱素雲「黄鶴楼」龔雲甫「天齊廟」梅蘭芳・余叔
岩「打漁殺家」 ？？十七号

1919（民8） 9月30日 星期二 8月初7日 夜 北京 京劇 第一舞台 梅蘭芳「遊園驚夢」老郷親「逍遥津」 ？百〇二号
1919（民8） 10月10日 8月17日 夜 北京 京劇 吉祥茶園 陳徳霖「彩楼」老郷親「托兆碰碑」 ？百◯四号

1919（民8） 6 ？月7日？ 5 ？月初十日 北京 京劇 三慶園 雲華社 瑞德寶・范寶亭・劉鶴亭「百涼樓」譚小培・尚小雲「戦蒲
関」 ？？？十四号

1920（民9） 2月13日 星期五 12月24日 夜 北京 京劇 第一舞台

小翠花「探親家」余玉琴「能仁寺」榮蝶仙「馬上緣」王又
宸・程艷秋「桑園寄子」王鳳卿朱素雲「群英會」陳德霖羅
福山「孝義節」楊小樓・余叔岩「陽平関」劉鴻昇「普天樂」
梅蘭芳「天女散花」俞振庭「青石洞　轉台」

？百◯八号

1921（民10）10月2日 9月初2日 夜 北京 漢戯 第一舞台 余洪元「白帝托孤」筱翠喜・大和尚「大合銀牌」黃雙喜・
錢文奎「臨江會」李彩雲「宇宙鋒」 湖北賑災義務漢戯 四十八号

1922（民11）10月19日 8月29日 夜 北京 京劇 第一舞台 老十三旦「大劈棺」紅豆館主・銭金福「寗武関」言菊朋・
書子元「碰碑」 中西音楽会義務夜戯 弐百六十八号

1937（民26）7月15日 星期四 丁丑6月初8日 昼 北京 京劇 廣和楼 富連成 李世芳・江世玉「牡丹亭」葉盛章・毛世來「龍鳳配」李盛
佐・駱連翔・郭世詒「金錢豹」

1937（民26）8月18日 星期三 昼 北京 京劇 華楽戯院 富連成 黃元慶・毛世來・閻世喜「湘江會」葉盛章「打瓜園」葉世
長・李世芳「新天河配」

1937（民26）9月7日 星期二 昼 北京 京劇 新新大戯院 富連成 毛世來・詹世輔「丑榮歸」李世芳「紅線盜盒」葉盛章・高
盛虹・蘇富恩「三岔口」

1937（民26）9月11日 星期六 昼 北京 京劇 新新大戯院 金少山・周瑞安「連環套」李多奎「吊金龜」
1937（民26）9月13日 星期一 昼 北京 京劇 新新大戯院 戯曲学校 趙徳鈺・趙金蓉「霸王別姬」王金璐・宋德珠「翠屏山」

1937（民26）9月19日 星期日 8月15日 昼 北京 京劇 長安戯院 富連成 毛世來・沙世鑫「坐樓殺惜」李世芳・葉世長「嫦娥奔月」
葉盛章「臥虎溝」

1937（民26）10月24日 星期日 夜 北京 京劇 新新大戯院 孟小冬「擊鼓罵曹」程硯秋・譚富英「硃痕記」陸素娟「撿
柴砸㵎」李萬春「武松打虎」言菊朋「武家坡」 北京冬賑義務夜戲

1937（民26）11月5日 星期五 10月初3日 昼 北京 京劇 吉祥戯院 尚小雲「新混元盒」頭本〜八本

1937（民26）11月20日 星期六 昼 北京 京劇 光陸電影院 和平社 陸素娟「宇宙鋒」楊盛春「林冲夜奔」 特請和平社全体藝員
演唱

1937（民26）11月27日 星期六 昼 北京 京劇 吉祥大戯院 金少山「鍘美案」姜妙香「射㦸」慈瑞全「連陞店」陳少霖
「洪羊洞」

1937（民26）12月31日 星期五 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋「玉堂春」王少樓・侯喜瑞「擊鼓罵曹」王少樓・侯
喜瑞「擊鼓罵曹」俞振飛「岳家莊」

1938（民27）1月7日 星期五 12月初6日 奉天 秦腔 奉天大舞台 明星戯社 筱翠喜・金剛鑽・林曼玉・全班合演「七本金鞭計」「第十三
本梁武帝墓中生太子」

奥野信太郎旧蔵新式戯単一覧（年代順）
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西暦年 月日 曜日 陰暦年月日 昼・夜 都市 劇種 劇場名 上演団体 主要な俳優・演目 記念公演など 右上のナンバー

1938（民27）1月23日 星期日 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・筱翠花・馬富祿「坐樓殺惜」張君秋「玉堂春」李
多奎「太君辭朝」

1938（民27）2月4日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 荀慧生「汾河灣」「樊江關」吳彥衡「挑滑車」

1938（民27）2月5日 星期六 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋・王少楼・兪振飛「柳迎春」鍾鳴岐「兩將軍」程繼
先・慈瑞泉「連升店」李多奎・鮑吉祥「胭脂虎」

1938（民27）2月6日 星期一 昼 北京 京劇 新新大戯院 孟小冬「黄金台」周瑞安「少年立志」魏蓮芳「穆柯寨」

1938（民27）2月7日 星期一 夜 北京 京劇 長安戯院 富連成 「全部十二紅」「東皇莊」 慶祝春節慶祝新生中
国第1年

1938（民27）2月9日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花「荷珠配」筱翠花・蕭長華「小上墳」

1938（民27）2月10日 星期四 正月11日 夜 北京 京劇 長安大戯院 金少山「白綾記」沈鬘華・李多奎「探寒窰」周瑞安「金錢
豹」裘盛戎「南陽關」 慶祝燈節

1938（民27）2月11日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 陸素娟「金山寺」陸素娟・蕭長華「女起解」
1938（民27）2月12日 星期六 昼 北京 京劇 新新大戯院 裘盛戎「父子会」筱翠花「奇冤報」「得意緣」
1938（民27）2月20日 星期日 昼 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・張君秋・馬福祿・劉連榮「清風亭」
1938（民27）2月23日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花・葉盛蘭・馬富祿「梅玉配」陳少霖「八大錘」
1938（民27）2月24日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「胭脂寶褶」馬君武「金堤關」

1938（民27）2月27日 星期日 夜 北京 京劇 華楽戯院 筱翠花・葉盛蘭・馬富禄「紅梅閣」陳少霖「定軍山」魏蓮
芳「鴻鑾禧」

1938（民27）3月2日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花・馬福祿・張春彥「任蓉卿」筱翠花・葉盛蘭・魏蓮
芳「斷橋亭」

1938（民27）3月3日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「一捧雪」馬君武「兩將軍」

1938（民27）3月3日 星期四 夜 北京 京劇 吉祥戯院 榮春社 尚小雲・王鳳卿・尚長春「青城十九俠客」 特邀榮春社全體學生
一百余人一齊登場

1938（民27）3月6日 星期日 昼 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「馬義救主」馬連良・張君秋「游龍戲鳳」馬君武「挑
滑車」

1938（民27）3月7日 星期一 夜 北京 京劇 慶楽戯院 荀慧生「得意緣」王文源「定軍山」吳彥衡「英雄義」
1938（民27）3月8日 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋「全部奇双會」王少樓・鍾鳴岐「八大錘」
1938（民27）3月9日 星期三 夜 北京 京劇 中和戯院 譚富英「烏龍院」譚富英・吳彥衡・劉硯亭「八大錘」

1938（民27）3月11日 星期五 昼 北京 京劇 吉祥大戯院 新艷秋「全部御碑亭」周瑞安「金錢豹」臥雲居士「徐母罵
曹」劉硯亭「 球山」

1938（民27）3月15日 星期二 夜 北京 京劇 慶楽戯院 松竹社 金少山・裘盛戎「白良関」沈鬘華・張如庭・慈瑞翔「硃痕
記」周瑞安「豔陽樓」

1938（民27）3月16日 星期三 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 荀慧生「繡襦記」王文源「賣馬」吳彥衡「趙家樓」王鳳卿
「伐東吳」

1938（民27）3月17日 星期四 2月16日 昼 北京 京劇 中和大戯院 尚小雲・尚富霞・何雅秋「全部雷峰塔」

1938（民27）3月17日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・郝寿臣「四進士」馬君武「金鎖陣」 新新戯院週年紀念特
選戯目

1938（民27）3月18日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 王玉蓉「玉堂春」管紹華・程玉菁「打魚殺家」鍾鳴岐「金
鎖陣」

1952年 11月20日 - 上海 滬劇 国泰劇院 愛華劇団 「母親、女人」主演凌愛珍編劇張承基
1954年 10月2日 星期六 北京 評劇 大衆劇場 陳少舫・筱白玉霜「秦香蓮」
1954年 10月4日 北京 京劇 吉祥劇院 程硯秋劇団 「草橋關」「豪傑居」「英台抗婚」

不明 27日 夜 北京 京劇 第一舞台 陶詠社 王蕙芳・慈瑞全「女起解」九陣風「乾元山」楊小樓「大挑
滑車」譚鑫培「托兆碰碑」

特約陶詠社全班等名
角 弐百九十六号

不明 昼・夜 北京 戯曲映画 大観楼影院 連台巨片「四集女鏢師」（鄔麗珠・查瑞龍）蹦蹦電影「海棠
紅」（評戲大王白玉霜）
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1938（民27）1月23日 星期日 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・筱翠花・馬富祿「坐樓殺惜」張君秋「玉堂春」李
多奎「太君辭朝」

1938（民27）2月4日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 荀慧生「汾河灣」「樊江關」吳彥衡「挑滑車」

1938（民27）2月5日 星期六 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋・王少楼・兪振飛「柳迎春」鍾鳴岐「兩將軍」程繼
先・慈瑞泉「連升店」李多奎・鮑吉祥「胭脂虎」

1938（民27）2月6日 星期一 昼 北京 京劇 新新大戯院 孟小冬「黄金台」周瑞安「少年立志」魏蓮芳「穆柯寨」

1938（民27）2月7日 星期一 夜 北京 京劇 長安戯院 富連成 「全部十二紅」「東皇莊」 慶祝春節慶祝新生中
国第1年

1938（民27）2月9日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花「荷珠配」筱翠花・蕭長華「小上墳」

1938（民27）2月10日 星期四 正月11日 夜 北京 京劇 長安大戯院 金少山「白綾記」沈鬘華・李多奎「探寒窰」周瑞安「金錢
豹」裘盛戎「南陽關」 慶祝燈節

1938（民27）2月11日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 陸素娟「金山寺」陸素娟・蕭長華「女起解」
1938（民27）2月12日 星期六 昼 北京 京劇 新新大戯院 裘盛戎「父子会」筱翠花「奇冤報」「得意緣」
1938（民27）2月20日 星期日 昼 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・張君秋・馬福祿・劉連榮「清風亭」
1938（民27）2月23日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花・葉盛蘭・馬富祿「梅玉配」陳少霖「八大錘」
1938（民27）2月24日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「胭脂寶褶」馬君武「金堤關」

1938（民27）2月27日 星期日 夜 北京 京劇 華楽戯院 筱翠花・葉盛蘭・馬富禄「紅梅閣」陳少霖「定軍山」魏蓮
芳「鴻鑾禧」

1938（民27）3月2日 星期三 昼 北京 京劇 新新大戯院 筱翠花・馬福祿・張春彥「任蓉卿」筱翠花・葉盛蘭・魏蓮
芳「斷橋亭」

1938（民27）3月3日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「一捧雪」馬君武「兩將軍」

1938（民27）3月3日 星期四 夜 北京 京劇 吉祥戯院 榮春社 尚小雲・王鳳卿・尚長春「青城十九俠客」 特邀榮春社全體學生
一百余人一齊登場

1938（民27）3月6日 星期日 昼 北京 京劇 新新大戯院 馬連良「馬義救主」馬連良・張君秋「游龍戲鳳」馬君武「挑
滑車」

1938（民27）3月7日 星期一 夜 北京 京劇 慶楽戯院 荀慧生「得意緣」王文源「定軍山」吳彥衡「英雄義」
1938（民27）3月8日 夜 北京 京劇 新新大戯院 程硯秋「全部奇双會」王少樓・鍾鳴岐「八大錘」
1938（民27）3月9日 星期三 夜 北京 京劇 中和戯院 譚富英「烏龍院」譚富英・吳彥衡・劉硯亭「八大錘」

1938（民27）3月11日 星期五 昼 北京 京劇 吉祥大戯院 新艷秋「全部御碑亭」周瑞安「金錢豹」臥雲居士「徐母罵
曹」劉硯亭「 球山」

1938（民27）3月15日 星期二 夜 北京 京劇 慶楽戯院 松竹社 金少山・裘盛戎「白良関」沈鬘華・張如庭・慈瑞翔「硃痕
記」周瑞安「豔陽樓」

1938（民27）3月16日 星期三 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 荀慧生「繡襦記」王文源「賣馬」吳彥衡「趙家樓」王鳳卿
「伐東吳」

1938（民27）3月17日 星期四 2月16日 昼 北京 京劇 中和大戯院 尚小雲・尚富霞・何雅秋「全部雷峰塔」

1938（民27）3月17日 星期四 夜 北京 京劇 新新大戯院 馬連良・郝寿臣「四進士」馬君武「金鎖陣」 新新戯院週年紀念特
選戯目

1938（民27）3月18日 星期五 夜 北京 京劇 吉祥大戯院 王玉蓉「玉堂春」管紹華・程玉菁「打魚殺家」鍾鳴岐「金
鎖陣」

1952年 11月20日 - 上海 滬劇 国泰劇院 愛華劇団 「母親、女人」主演凌愛珍編劇張承基
1954年 10月2日 星期六 北京 評劇 大衆劇場 陳少舫・筱白玉霜「秦香蓮」
1954年 10月4日 北京 京劇 吉祥劇院 程硯秋劇団 「草橋關」「豪傑居」「英台抗婚」

不明 27日 夜 北京 京劇 第一舞台 陶詠社 王蕙芳・慈瑞全「女起解」九陣風「乾元山」楊小樓「大挑
滑車」譚鑫培「托兆碰碑」

特約陶詠社全班等名
角 弐百九十六号

不明 昼・夜 北京 戯曲映画 大観楼影院 連台巨片「四集女鏢師」（鄔麗珠・查瑞龍）蹦蹦電影「海棠
紅」（評戲大王白玉霜）
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不明 8月初6日 広州 広東粤劇 西関楽善戯
園 瓊華玉班 「正本貢寶鶯」「出頭義盜賜黃金」

不明 京劇／堂
会 富連成 「天官賜福」「長壽星」「三本藏珍樓」「小放牛」「金錢豹」「辛

安驛」等十三個折子戲毛世來・李世芳・葉盛章

不明 6月初6日 京劇／堂
会

紅豆館主「烏龍院」梅蘭芳・姜妙香「佳期拷紅」楊小樓「戰
皖城」 ？百十二号

1925.9.27〜 映画 真光電影劇
場

聯華公司音樂歌唱鉅片「迷途的羔羊」蔡楚生導演 / 羅明佑
監製

童話劇 中国少年児
童劇団 「大灰狼」「小白兎」

招待晩会節目単「東方紅」「永遠跟著毛澤東」

1947（民32）8月10日 星期二 「戯劇報」広告三慶戯院8月10日夜小翠花「雙怕婆」「蝴蝶夢
大劈棺」
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不明 8月初6日 広州 広東粤劇 西関楽善戯
園 瓊華玉班 「正本貢寶鶯」「出頭義盜賜黃金」

不明 京劇／堂
会 富連成 「天官賜福」「長壽星」「三本藏珍樓」「小放牛」「金錢豹」「辛

安驛」等十三個折子戲毛世來・李世芳・葉盛章

不明 6月初6日 京劇／堂
会

紅豆館主「烏龍院」梅蘭芳・姜妙香「佳期拷紅」楊小樓「戰
皖城」 ？百十二号

1925.9.27〜 映画 真光電影劇
場

聯華公司音樂歌唱鉅片「迷途的羔羊」蔡楚生導演 / 羅明佑
監製

童話劇 中国少年児
童劇団 「大灰狼」「小白兎」

招待晩会節目単「東方紅」「永遠跟著毛澤東」

1947（民32）8月10日 星期二 「戯劇報」広告三慶戯院8月10日夜小翠花「雙怕婆」「蝴蝶夢
大劈棺」


